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６月１日現在

人 の う ご き

　本市は、日本サッカー協会との共同企画「夢を力
に」をテーマとした応援メッセージ動画を制作しま
した。５月25日、最後のシーンの撮影が市役所で行
われ、ワールドカップブラジル大会に出場する選手
たちに元気な声援を送りました。撮影された動画は、
市のホームページから見ることができます。

み んなの夢を一つに
サッカー日本代表応援動画が完成

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　42,813 人　 （－  43）
　男　　19,552 人　 （－  12）
　女　　23,261 人　 （－  31）
世帯数　19,128 戸　 （－  27）

　 水道工事当番店

指宿地域
7月１日～６日 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
　　　　　　 （夜・休☎090-8763-0866）
　　7日～13日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉓2190）
　　14日～20日 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
　　21日～27日 中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　28日～８月３日 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉔3538）

山川地域
７月  西設備　　　 ☎341176
８月  ㈲前田電気　 ☎359239

開聞地域 
７月  永吉建設㈱　 ☎323181
８月  ㈱丸新建設　 ☎322227

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

７月６日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎322614

７月13日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】橋口医院

☎㉗1177
☎350022

７月20日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉖2101
☎㉗1010

７月21日
（月）

【外科】生駒外科医院
【内科】指宿温泉病院

☎㉒3059
☎㉕3653

７月27日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉒2710
☎㉒3295

８月３日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】大重内科

☎㉒2231
☎341003

項目 薬局名 電話番号月日

７月６日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

７月13日
（日）

なのはな薬局
しのはら薬局

☎㉔1111
☎352757

７月20日
（日） ケーアイ調剤薬局指宿店 ☎㉗1152

７月21日
（月）

チェリー調剤薬局
ヨシ薬局

☎㉔3705
☎㉕3678

７月27日
（日） わたせ薬局 ☎㉒4739

８月３日
（日）

指宿薬剤師会薬局
まどか薬局

☎㉒6343
☎352120

税の種類 期　　別
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税 ２期

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

全期・１期

口 座 振 替 日 ７月25日（金）
納付書での納期限 ７月31日（木）
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　６月６日から３日間、アロハのまち・指宿を印象付ける「いぶすきフラフェスティバ
ル」が行われました。メーン会場の指宿いわさきホテルとＪＲ指宿駅前広場では、艶や
かな衣装を身にまとったフラ愛好家ら293組、延べ2,429人が優雅なフラを披露。アロ
ハの雰囲気を堪能しようと、両会場には３日間で約16,000人の観客が訪れました。
　また、フラフェスティバルが開催された週をフラウイークとし、７日にはＪＲ指宿駅
前でハワイアンビアガーデンが開催。街中が南国ムードに包まれました。

かわいらしい衣装

観客も思わず踊っちゃう

駅前ではハワイアンビアガーデンが開催

凛
りん

とした舞

息もぴったり

第11回
いぶすきフラフェスティバル

　

６
月
１
日
、「
山
川
み
な
と
祭
り
」
が
山
川
港
水
揚
げ
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
、
鶴
の
港
を
疾
走
す
る
船
団
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
。
13

組
約
３
５
０
人
の
踊
り
連
が
参
加
し
た
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
小
学
生
に
よ
る
郷
土
芸
能

の
披
露
や
か
つ
お
節
削
り
競
争
、
活
魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第81回

山
川
み
な
と

り

山
川
み
な
と

山
川
み
な
と

山
川
み
な
と

山
川
み
な
と

祭

息の合った踊りを披露

掛け声で踊り連を盛り上げる 大漁旗をなびかせる御座船

キバレ！ 山川小は棒踊りを披露

合唱する大成小の児童ら

夜空を彩る花火大会

大きな魚を獲ったよ

祭りを盛り上げるかつおみこし

山川みなと祭りで、かつお節と指宿の特産
品を使ったお弁当コンテストで、山川高校
３年の木本実来さん（加治）が最優秀賞を、
３年の大川絵里さん（永田）がアイデア賞
を受賞しました。

左から木本さん、室屋さん、大川さん

～山川かつお節お弁当コンテスト～
山川高校の生徒が最優秀賞を受賞

駅前で行われた街角フラ

2014.７　No.10３ⅠBUSUKⅠ3 2広報いぶすき　７月号



　

本
市
に
対
す
る
平
成
25
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、
58
人
の
方
々
か
ら

総
額
７
９
２
万
７
０
４
２
円
の
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、「
指
宿
市
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
」
に
積
み
立
て
ら
れ
、
寄
付
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
気
持
ち
に
応
え
る
べ

く
、
市
が
目
指
す
「
豊
か
な
資
源
が
織
り

な
す　

食
と
健
康
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
支
え
て
く
だ
さ

る
温
か
い
気
持
ち
に
感
謝
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
活
用
し
た
も
の

活
用
額　

１
９
９
万
５
千
円

平
成
26
年
度
に
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
活
用
す
る
も
の

今
年
度
は
、
次
の
も
の
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

活
用
額　

１
０
７
万
円

活
用
内
容

○
体
育
施
設
備
品
購
入

○
指
宿
・
山
川
・
開
聞
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置  

　

「
ふ
る
さ
と
指
宿
」
を
も
っ
と
元
気
に

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
市
外
に
住
む
家
族
や
親
戚
、
友
人
、

知
人
な
ど
の
思
い
が
活
力
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

「
ふ
る
さ
と
指
宿
」
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

☎
㉒
２
１
１
１

○
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

財
政
課
財
産
契
約
係
（
内
線
１
４
３
）

○
税
制
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
２
２
１
）

所
得
税
の
優
遇

○
源
泉
徴
収
の
場
合

確
定
申
告
す
る
こ
と
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
の
う
ち
、
控
除
後
の
所
得

税
額
よ
り
多
い
分
が
後
日
、
税
務
署
か

ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

○
申
告
納
税
の
場
合

寄
付
金
控
除
額
分
だ
け
課
税
所
得
が
少

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
、
そ

の
年
に
支
払
う
所
得
税
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

住
民
税
の
優
遇

確
定
申
告
す
る
こ
と
で
、
寄
付
し
た
翌

年
度
の
住
民
税
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

市
区
町
村
か
ら
の
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平成25年度ふるさと納税の概要
寄付金総額 7,927,042円

寄
付
金
の
寄
付
状
況
報
告

平成25年度に本市へ
ふるさと納税をしてくださった方々（敬称略）
1 山本　一夫（福岡県） 25 帖佐　　守（大阪府）
2 小山　一民（福岡県） 26 福永　和夫（大阪府）
3 西中川保明（岡山県） 27 下吹越一孝（東京都）
4 中村　良隆（東京都） 28 徳田　廣隆（愛知県）
5 小園　文典（東京都） 29 岡﨑　金造（東京都）
6 下吉　博孝（東京都） 30 秀野ひろ子（大阪府）
7 堀之内謙郎（鹿児島県） 31 林　　善一（大阪府）
8 中村　末廣（東京都） 32 今村　光雄（東京都）
9 前田　幹郎（埼玉県） 33 山口　雅弘（福岡県）
10 山中　　洋（北海道） 34 迫　　徳行（大阪府）
11 鰺坂　光弘（東京都） 35 前田　美鶴（千葉県）
12 岩尾　　崇（東京都） 36 若山伸一郎（東京都）
13 岡本　靖子（大阪府） 37 鮫島　　紘（福岡県）
14 今村　善雄（滋賀県） 38 星　ほずみ（神奈川県）
15 福永　政治（大阪府） 39 濵上　忠男（大阪府）
16 下川　検事（兵庫県） 40 中村　有香（東京都）
17 上野　至大（兵庫県） 41 野田　善嗣（東京都）
18 迫田　博美（大阪府） 42 西田聖志郎（東京都）
19 西野　智宏（大阪府） 43 内村　　好（埼玉県）
20 水田　　修（岡山県） 44 西　　桂子（東京都）
21 田淵　幸内（岡山県） 45 永山　　聖（大阪府）
22 葛西　和美（兵庫県） 46 永山　千里（兵庫県）
23 澤口　範行（神奈川県） 47 遠藤　和幸（愛知県）
24 野田　恵子（東京都） 48 匿名　11人

寄　付　額 県を通じた寄付 市に直接寄付 計
 １万円未満 6 0 6
 １万円～ ３万円未満 5 14 19
 ３万円～ ５万円未満 2 3 5
 ５万円～ 10万円未満 1 6 7
 10万円～ 30万円未満 4 6 10
 30万円～ 50万円未満 3 0 3
 50万円～100万円未満 1 4 5
100万円以上 1 2 3

計 23 35 58

寄付額別件数 （単位：人）

指宿へ応援お願いします

⑨
住
民
税
の
税
額
控
除
（
控
除
後
の
税
額
で
翌
年
度
の
住
民
税
が
課
税
）

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
へ
連
絡

③
寄
付
申
込
書
（
郵
便
・
メ
ー
ル
な
ど
）

⑤
寄
付
の
払
い
込
み

⑦
確
定
申
告(

寄
付
受
領
書
な
ど
を
添
付)

⑧
所
得
税
の
還
付
な
ど

鹿児島県・指宿市

連絡
※鹿児島県への寄付金は
　4割･･･県の施策に活用
　6割･･･市町村の施策に活用

※指宿市への寄付金は
　全額、市の施策に活用

住所地の
税務署

住所地の
市区町村

②
申
込
書
の
入
手

④
案
内
状
（
納
付
書
な
ど
を
同
封
）

⑥
寄
付
受
領
書
・
お
礼
状
な
ど

鹿児島県外の住民

寄　付　者

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
は
、
都
市
と

地
方
の
税
収
格
差
を
是
正
す
る
方
策
と
し

て
地
方
税
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
寄
付
金

控
除
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

出
身
地
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付

を
す
る
と
、
所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民
税

に
お
い
て
２
千
円
を
超
え
る
金
額
に
つ
い

て
、
一
定
額
を
上
限
に
居
住
地
の
市
区
町

村
の
住
民
税
と
所
得
税
が
減
税
さ
れ
る
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

寄
付
に
は
、
直
接
市
に
寄
付
す
る
場
合

と
県
を
経
由
し
て
寄
付
す
る
場
合
と
の
２

通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

直
接
市
に
寄
付
を
行
う
場
合
は
、
全
額

が
市
の
施
策
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

県
を
経
由
し
て
寄
付
を
行
う
場
合
は
、

「
か
ご
し
ま
応
援
寄
付
金
募
集
推
進
協
議

会
」
が
寄
付
金
の
受
付
窓
口
に
な
っ
て
お

り
、
寄
付
の
際
に
指
宿
市
を
指
定
す
る
と
、

寄
付
金
の
４
割
が
県
に
、
６
割
が
指
宿
市

に
そ
れ
ぞ
れ
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
指

定
が
無
い
場
合
は
、
寄
付
金
の
４
分
の
１

が
均
等
割
、
４
分
の
３
が
人
口
割
で
各
市

町
村
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

○所得税減税額の計算
　所得税減税額＝（寄付金※1－2,000円）×所得税率
※１  １月から12月までの１年間の寄付合計額で、総所
得金額などの40％が上限です。

○所得税率
課税される所得金額  税率（%）

  195万円以下 5
  195万円超～   330万円以下 10
  330万円超～   695万円以下 20
  695万円超～   900万円以下 23
  900万円超～1,800万円以下 33
1,800万円超 40

　住民税減税額＝①※２＋②※３

　①＝（寄付金－2,000円）×  10％
　②＝（寄付金－2,000円）×（90％－所得税率）
　※２　総所得金額などの30％が上限です。
　※３　住民税所得割額の10％が上限です。

ふるさと納税

開聞総合体育館にランニングマシンを購入 山川中学校にグランドピアノを購入

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は

優
遇
措
置
を
受
け
る
に
は

確
定
申
告
を

寄
付
の
方
法
と
寄
付
金
の
流
れ

所得税の優遇措置

寄付金の流れ

住民税の優遇措置

　「ふるさと納税」は、「ふるさとを応援したい」
「ふるさとに貢献したい」という思いを、寄付を
通じて生かすことができるようにしたものです。

指宿へ応援お願いします

ふるさと納税
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保険証の切り替えをお忘れなく！
（国民健康保険・後期高齢者医療保険）

●
指宿市営
野球場

潟山公民館●

●
国
民
休
暇
村

調査済区域
調査済区域

市道　古賀線

市
道

　魚
見
校
グ
ラ
ン
ド
線

五間川
●
市
営
陸
上
競
技
場

二
反
田
川

市道　迫五郎ヶ岡線

市
道

　二
反
田
川
線

市
道

　北
町
通
り
線

県道　下里湊宮ヶ浜線

●市営魚見団地

●
五
間
橋

調査済区域

●なのはな館●なのはな館

鶴ノ石，横枕，横枕ノ上，
五郎ヶ岡東，樋ノ頭，田良九日田，風穴ノ下，中硲，
田良永田，供養元，供養元西，樋，谷山田，谷山田塩入，
谷山田塩入東，田良一町田，谷山田尻，下モ田向前，下モ田向，
永田尻，本村ノ下，湯ノ西，鳥山土手東，鳥山土手，鳥山土手北，
鳥山土手西，鳥山樋南，新田，新田北，西新田，十町落東，十町落シ，
二番掛込東，二番掛込，一番掛込，六社尻，一番掛込東，十町落尻，座頭井樋，
五間井樋，中土手外五間東，中樋ノ外，二本松，二本松東，中土手外濵畑，田良湯ノ畑，
岩ノ下，大明神，新生町，浜町，下西通，恵美須町，浜通，潟山，潟十町境

郵
送
を
希
望
し
な
い
人

　

保
険
証
の
郵
送
を
希
望
し
な
い

人
は
、
居
住
す
る
地
域
の
窓
口
で

切
り
替
え
が
で
き
ま
す
。

■
期
間　

７
月
７
日（
月
）〜
９
日

　
（
水
）　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
窓
口

○
指
宿
地
域

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

○
山
川
・
開
聞
地
域

　

市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

■
そ
の
他　

古
い
保
険
証
（
世
帯

全
員
分
）
と
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
窓
口
で
切
り
替
え
る

場
合
は
、
依
頼
人
の
保
険
証
と

印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
27
年
７
月
31
日
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

有
効
期
限
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
。
期
限
満
了
前
に
あ
ら
た
め
て

通
知
し
ま
す
。

○
65
歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者
お

よ
び
そ
の
被
扶
養
者
（
65
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
か
ら
一
般
被
保

険
者
に
移
行
す
る
た
め
）

○
70
歳
に
な
る
人
（
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
か
ら
高
齢
受
給
者
証

の
対
象
者
と
な
る
た
め
）

○
75
歳
に
な
る
人
（
75
歳
の
誕
生

日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
す
る
た
め
）

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

　

保
険
証
の
裏
面
に
「
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

臓
器
提
供
に
関
す
る
自
分
の
意

思
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
欄
へ
の
記
入
は
自
由
で
す
。

窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

○
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
34
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
32
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

７月は保険証の切り替え時期です
８月から保険証の色が変わります

　保険税を完納している世帯には、新しい保険証を７月下旬に普通郵便で郵送します。住民票と異
なる住所への送付や簡易書留（送料自己負担）での送付を希望する人は、早めに連絡してください。
また、７月下旬までに届かなかった場合は、健康増進課まで問い合わせてください。
　なお、古い保険証は、各自で処分するか国民健康保険（国保）の窓口まで届けてください。

医療機関を受診
する時は保険証
を忘れないよう
にしてね。

（切り替え前） （切り替え後）

保険税の未納期間がある場合
　保険税に未納期間がある場合は、１
カ月の短期保険証になります。
　未納期間がある場合は、居住する地
域の税務課窓口で納税相談をしてくだ
さい。その後、国保の窓口での切り替
えを行います。

国民健康保険

後期高齢者医療保険

地
籍
調
査
区
域
が
決
定

　
　  
　
　
市
道
古
賀
線
東
側
か
ら

　
　  
　
　
市
道
魚
見
校
グ
ラ
ン
ド
線
南
側
の
区
域

　

平
成
26
年
度
の
地
籍
調
査
区
域

が
、
市
道
古
賀
線
東
側
か
ら
市
道

魚
見
校
グ
ラ
ン
ド
線
南
側
ま
で
の

区
域
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

地
籍
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
区

域
の
地
図
は
、
明
治
時
代
に
作
ら

れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
お
り
、
必

ず
し
も
現
状
と
一
致
す
る
も
の
で

は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
地
籍
調
査
で
は
、
土
地

所
有
者
や
代
理
人
の
立
会
い
の
も

と
、
一
筆
ご
と
に
土
地
の
地
番
や

地
目
、
境
界
、
面
積
を
調
査
・
測

量
し
て
い
き
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
登
記
所
に
送
付

さ
れ
、
登
記
簿
と
地
図
が
書
き
換

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
土
地
所
有
者
や
代

理
人
、
地
籍
調
査
推
進
員
の
協
力

に
よ
り
、
調
査
は
順
調
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
円
滑
に
調
査
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
区
域
内
に
お
け
る
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
監
理
課
地
籍
調
査
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）

大字　東方の一部
調査区域

国民健康保険被保険者証

交付年月日
有 効 期 限

世帯主

記 号 指国保 番 号

一部負担金
　　の割合

氏名・性別
生 年 月 日
取得年月日
住　　　所

保険者番 保険者名 指宿市
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昭
和
48
年
２
月
、
南
国
の
一
足

早
い
春
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

本
市
か
ら
「
北
海
道
菜
の
花
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
一
行
が
菜
の
花
を

持
っ
て
千
歳
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
本
市
は
、「
千
歳
・
支し

笏こ
つ
こ
ひ
ょ
う
と
う

湖
氷
濤
ま
つ
り
」
に
、
千
歳
市

は
、「
指
宿
ア
ロ
ハ
ま
つ
り
」
に
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

と
し
て
交
流
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
友
好
関
係
が
続
く

中
、
平
成
５
年
に
本
市
か
ら
正
式

な
姉
妹
都
市
提
携
の
申
し
入
れ
を

行
い
、
平
成
６
年
に
「
地
域
の
特

色
を
生
か
し
な
が
ら
各
分
野
の
交

流
に
よ
り
相
互
の
理
解
と
親
善
を

深
め
、
両
市
民
の
福
祉
向
上
と
市

勢
発
展
を
推
進
し
よ
う
」
と
い
う

目
的
で
指
宿
市
市
制
40
周
年
記
念

式
典
の
記
念
行
事
で
、
姉
妹
都
市

盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

清せ
い
れ
つ冽

な
千
歳
川
が
流
れ
る
千
歳

は
昔
、ア
イ
ヌ
語
で
「
シ
コ
ツ
（
大

き
な
窪
地
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
こ
の
地
に
多
く
の
鶴

が
い
た
こ
と
か
ら
、
１
８
０
５
年

「
鶴
は
千
年
」
の
故
事
に
ち
な
ん

で
「
千
歳
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
歳
市
は
、
北
の
玄
関
で
あ
る

新
千
歳
空
港
を
中
心
に
鉄
道
や
高

速
道
路
な
ど
が
緊
密
に
連
絡
す
る

交
通
拠
点
都
市
で
す
。
四
季
折
々

の
美
し
さ
を
見
せ
る
神
秘
の
湖
支

笏
湖
や
温
泉
も
あ
り
、
北
海
道
有

数
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
人
口　

９
万
５
５
９
３
人

（
指
宿
市　

４
万
２
８
１
３
人
）

※
平
成
26
年
６
月
１
日
現
在
。

■
面
積　

５
万
９
４
９
５
ha

（
指
宿
市　

１
万
４
９
０
１
ha
）

■
市
の
シ
ン
ボ
ル

木　

シ
ラ
カ
バ　

カ
ツ
ラ

花　

ツ
ツ
ジ　

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

鳥　

コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ　

ヤ
マ
セ
ミ

魚　

ヒ
メ
マ
ス　

サ
ケ

　
今
年
、
本
市
と
北
海
道
千
歳
市
は
姉
妹
都
市
盟

約
20
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
両
市
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
千
歳
市
の
概
要
と
人
事
交
流
職
員
を

紹
介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
か

ら
指
宿
市
へ
派
遣
と
な
り
、
約
３

カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
期

間
、
ア
ロ
ハ
宣
言
セ
レ
モ
ニ
ー
や

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
合
宿
対
応
、

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
業
務
を
通
じ
て
、
市
内
外
を
問

わ
ず
多
く
の
人
と
接
す
る
機
会
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
業
務
外
に
お

い
て
も
、
飲
み
会
や
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
毎
日
の
よ
う
に
市
民
の
皆

さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

日
を
追
う
ご
と
に
交
流
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
指
宿
市
と
千
歳
市
が

姉
妹
都
市
と
し
て
提
携
し
て
20
周

年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
節
目
に
人
事
交
流
職
員
に
選
ん

で
い
た
だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま
す
。
で
き
る
限
り
両
市
の
交

流
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
鳥
刺
し
や
芋
焼
酎
の
味
、
砂
む

し
温
泉
の
心
地
よ
さ
、
温
か
い
気

候
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
指

宿
で
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
感
じ

た
素
晴
ら
し
さ
や
交
流
を
通
じ
た

仲
間
と
の
出
会
い
は
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
経
験
を
少
し
で
も

多
く
千
歳
市
へ
発
信
し
、
ま
た
、

千
歳
市
の
素
晴
ら
し
さ
も
指
宿
の

皆
さ
ん
へ
発
信
し
て
両
市
の
発
展

の
一
助
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
１
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
の
経
緯

千
歳
市
の
概
要

千歳・支笏湖氷濤まつり

平成21年に千歳市役所に入庁後、
平成26年４月から指宿市へ人事交
流派遣。27歳。特技はサッカー。

人事交流職員

二
に か い ど う

階堂　真
し ん や

弥さん

千

歳
市・指宿市 姉妹都

市

20th Anniversary20th Anniversary

千歳市・指宿市

姉妹都市盟約
20周年シリーズ①

指宿温泉祭
　

楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祭

を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
28
日（
日
）12
時
〜

16
時
（
予
定
）

■
場
所　

会
場
ス
テ
ー
ジ
な
ど

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
25
日（
金
）

　

抽
選
会
の
景
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
店
主
・
事
業
主
を
募
集

し
ま
す
。　

■
内
容　

指
宿
の
特
産
品
、
企
業

で
製
造
・
販
売
し
て
い
る
製
品
、

食
事
券
、
観
光
施
設
の
入
場
券

な
ど

■
申
込
締
切
日　

９
月
19
日（
金
）

　

祭
運
営
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
19
日（
金
）

　

み
こ
し
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま

す
。

※
お
囃は

や
し子

（
篠し

の

笛
・
太
鼓
な
ど
）

　

だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま

　

た
、
子
ど
も
や
未
経
験
者
も
大

　

歓
迎
で
す
。

■
日
時　

９
月
27
日（
土
）12
時
〜

21
時
（
予
定
）

■
場
所　

湯
権
現
神
社
か
ら
祭
会

場
周
辺

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
袢は

ん
て
ん纏

な
ど
の
祭
衣
装
は
自
己
負

担
で
す
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
25
日（
金
）

　

職
場
や
同
窓
会
な
ど
親
し
い
仲

間
と
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
27
日（
土
）17
時
〜

18
時
20
分
（
予
定
）

■
場
所　
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
周
辺

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

９
月
５
日（
金
）

※
小
人
数
グ
ル
ー
プ
専
用
の
踊
り

連
も
設
け
ま
す
。

※
踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
（
賞
金
有
り
）。

※
練
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

※
行
事
の
詳
細
は
、
後
日
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
指
宿
市
青
年
振
興
連
絡
協

議
会
事
務
局
内
）

☎
㉒
５
５
５
０

（
平
日
10
時
〜
17
時
）

舞
台
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

ハ
ン
ヤ
踊
り
の
参
加
者

み
こ
し
渡
御
の
参
加
者

抽
選
会
協
賛
店

　よかとこ通信は、広報紙の紙面を活用して、指
宿市と南大隅町の地域情報（イベント・観光地な
ど）を相互に発信し、両市町の魅力を紹介するコ
ーナーです。指宿市の話題を南大隅町の広報紙で
掲載し、南大隅町の話題を本市の広報紙で紹介し
ています。

　本土最南端の道の駅「道の駅ねじめ」。道の駅内
の物産館では南大隅の特産品を販売しており、レ
ストランでは錦江湾・開聞岳の大パノラマを眺望
しながらおいしい食事を楽しむことができます。

　道の駅前に広がるゴールドビーチ
大浜は、「黄金の浜」と呼ばれる自然
美豊かな海岸です。今年の海開きは
７月12日（土）に行われます。ぜひお
立ち寄りください。

道の駅ねじめ
ゴールドビーチ大浜から眺める夕日

　同祭実行委員会では、９月27日（土）・
28日（日）に開催する祭に出演・出店する
個人や団体、事業主を募集します。各催
しの参加は、電話で申し込んでください。

問い合わせ先
　道の駅  ねじめ　☎0994-24-5113

まちの情報交換

フェリーなんきゅうに乗って
出掛けよう

今月の話題

道の駅 ねじめ本土最南端

参加者・出場者募集
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　MAIENZAとは、LOVEいぶすきと効果や材料は同
じですが、より短時間で作ることができる環境浄化作
用のある液体です。

準備するもの（２ℓ用）
Ⓐ納豆１粒（ヌメリだけでも良い）
Ⓑドライイースト10ｇ　　　Ⓒヨーグルト100ｇ
Ⓓ砂糖（三温糖など）60ｇ　Ⓔ温水（42℃程度）1ℓ

作り方
１　Ⓐ～Ⓔを、じょうごなどを使って２ℓペットボト
ルに入れ、よく振って混ぜる。発酵すると泡が出て
吹きこぼれるので、水量はペットボトルの半分に。
２　ペットボトルにプチプチシート（緩衝材）などを
巻いて保温する。
３　24時間後、酸っぱくなっていれば大丈夫。最後に、
水を足して２ℓにすれば完成。

作るときの注意点
○雑菌が混入しないようにする。
○保温・培養する時は、発酵したガスでペットボトル
が爆発する危険性があるため、ペットボトルのキャ
　ップを緩めておく。
○培養中は、ペットボトルを絶対に振らない。

これからの季節は作るのに最適！

ＬＯＶＥいぶすきを手軽に MAIENZA（マイエンザ）

　LOVEいぶすきは、身近な食品に含まれる微生物を利用した
環境浄化に効果のある液体です。さまざまな活用方法があり、
悪臭除去や水質浄化など、地域の環境浄化にも役立ちます。
　微生物の培養に適したこれからの季節は、LOVEいぶすき作
りに最適です。家庭から環境浄化を始めてみませんか。

消臭・汚れ落としに

LOVEいぶすき

使い方・効果の例
○水で10倍程度に薄めたものを噴霧器でかける
・流し台にかけると、ヌメリや油汚れが落ちます。
・トイレ使用後にかけると、尿石などの汚れを酵素が
徐々に分解します。
・流し台や生ごみ、トイレ、コンポストなどにかける
と嫌な臭いがなくなります。
○コップ半分程度の原液を入れる
・お風呂に入れると、酵素入りの弱酸性風呂になり、
体のあかや浴槽の湯あかが落ちやすくなります。
・洗濯槽に入れて洗うと洗浄力がアップし、洗剤の使
用量を減らすことができます。また、作業着などの
においも取れます。
・洗濯槽のすき間や裏側にこびり付いた洗剤の残りや
カビ汚れなども酵素の力で落とします。
○液を染み込ませた布で拭く
・眼鏡や鏡・窓ガラスなどを拭くと油膜が取れます。

問い合わせ先
　環境政策課環境政策係　☎㉒2111（内線242）

LOVE いぶすき（MAIENZA）の作り方や使用方
法について、市職員を派遣して講習会を開催して
います。地区の集会などで活用しませんか。

講習会を開催しています

徳光小で行われた講習会の様子

知林ヶ島で自然と遊ぼう！
知林ヶ島は、錦江湾に浮かぶ美しい無人島。大潮や中潮の干潮時には砂の道（砂州）が
出現し、島に歩いて渡ることができます。島内には整備された遊歩道や展望台、チリン
ズベル（知林ヶ島の鐘）が設置されています。
この夏、家族や友人たちと知林ヶ島へ出掛けてみませんか。
知林ヶ島ガイドが発売する「渡島証明書（100円）」も好評です。

その他
○子どもが渡る場合には、必ず保護者同伴で渡りましょ
う。

○知林ヶ島には水やトイレがありません。飲み物を持参
し、トイレを済ませてから渡りましょう。

○けがや虫さされ、日焼けなどに気を付けましょう。

※島へ渡るには、片道20分程度かかります。また、砂州は気象の影響を受けやすく、この時間どおりに出現しないこともあります。

○万一、島に取り残された場合は、以下に連絡して
　ください。有償で対応します。
　・指宿漁業協同組合　☎㉒2236
　・海上タクシー　　　☎090-5739 -1552

○砂州情報は、携帯電話やパソコン
　からも確認できます。

問い合わせ先
　観光課観光管理係　　☎㉒2111（内線322）

○無謀な渡島は絶対にしないようにしましょう。
○天候が悪い場合は、渡るのはやめましょう。
○干潮時刻を過ぎてから渡るのはやめましょう。
○台風が過ぎた後は渡らないようにしましょう。

日　付 潮汐 干潮時刻 出現予想時間 出現し続ける時間 日　付 潮汐 干潮時刻 出現予想時間 出現し続ける時間
７月１日（火） 中潮 15：34 12：35～18：25 ５時間50分 ８月１日（金） 中潮 16：11 13：55～18：10 ４時間15分
７月２日（水） 中潮 16：07 13：15～18：45 ５時間30分 ８月２日（土） 小潮 16：45 14：50～18：25 ３時間35分
７月３日（木） 小潮 16：41 13：55～19：10 ５時間15分 ８月３日（日） 小潮 17：26 16：00～18：35 ２時間35分
７月４日（金） 小潮 17：20 14：50～19：30 ４時間40分 ８月４日（月） 小潮 ６：12 － －
７月５日（土） 小潮 ６：03 － － ８月５日（火） 長潮 ７：26 ５：20～10：00 ４時間40分
７月６日（日） 長潮 ７：08 ５：20～９：15 ３時間55分 ８月６日（水） 若潮 ９：00 ６：20～11：40 ５時間20分
７月７日（月） 若潮 ８：27 ６：10～11：05 ４時間55分 ８月７日（木） 中潮 10：16 ７：15～13：00 ５時間45分
７月８日（火） 中潮 ９：40 ６：50～12：30 ５時間40分 ８月８日（金） 中潮 11：15 ８：10～14：05 ５時間55分
７月９日（水） 中潮 10：39 ７：30～13：35 ６時間05分 ８月９日（土） 大潮 12：07 ９：00～15：00 ６時間00分
７月10日（木） 大潮 11：31 ８：15～14：35 ６時間20分 ８月10日（日） 大潮 12：54 ９：50～15：45 ５時間55分
７月11日（金） 大潮 12：20 ９：00～15：25 ６時間25分 ８月11日（月） 大潮 13：39 10：45～16：25 ５時間40分
７月12日（土） 大潮 13：08 ９：50～16：15 ６時間25分 ８月12日（火） 大潮 14：21 11：35～17：00 ５時間25分
７月13日（日） 大潮 13：54 10：40～16：55 ６時間15分 ８月13日（水） 中潮 15：02 12：25～17：30 ５時間05分
７月14日（月） 中潮 14：39 11：30～17：35 ６時間05分 ８月14日（木） 中潮 15：41 13：20～17：55 ４時間35分
７月15日（火） 中潮 15：22 12：20～18：15 ５時間55分 ８月15日（金） 中潮 16：20 14：20～18：10 ３時間50分
７月16日（水） 中潮 16：05 13：15～18：45 ５時間30分 ８月16日（土） 中潮 16：59 15：35～18：15 ２時間40分
７月17日（木） 中潮 16：47 14：15～19：10 ４時間55分 ８月17日（日） 小潮 17：43 － －
７月18日（金） 小潮 17：31 15：25～19：25 ４時間00分 ８月18日（月） 小潮 ６：46 ４：40～９：15 ４時間35分
７月19日（土） 小潮 ６：21 － － ８月19日（火） 小潮 ８：15 ６：00～10：50 ４時間50分
７月20日（日） 小潮 ７：32 ５：20～10：10 ４時間50分 ８月20日（水） 長潮 ９：39 ７：15～12：05 ４時間50分
７月21日（月） 長潮 ８：54 ６：20～11：45 ５時間25分 ８月21日（木） 若潮 10：41 ８：05～13：05 ５時間00分
７月22日（火） 若潮 10：05 ７：15～13：00 ５時間45分 ８月22日（金） 中潮 11：27 ８：50～13：55 ５時間05分
７月23日（水） 中潮 11：02 ８：05～13：55 ５時間50分 ８月23日（土） 中潮 12：06 ９：25～14：35 ５時間10分
７月24日（木） 中潮 11：47 ８：45～14：40 ５時間55分 ８月24日（日） 大潮 12：41 10：05～15：10 ５時間05分
７月25日（金） 大潮 12：27 ９：30～15：15 ５時間45分 ８月25日（月） 大潮 13：13 10：40～15：40 ５時間00分
７月26日（土） 大潮 13：02 10：05～15：50 ５時間45分 ８月26日（火） 大潮 13：44 11：15～16：05 ４時間50分
７月27日（日） 大潮 13：36 10：45～16：20 ５時間35分 ８月27日（水） 中潮 14：14 11：50～16：25 ４時間35分
７月28日（月） 大潮 14：08 11：20～16：50 ５時間30分 ８月28日（木） 中潮 14：43 12：30～16：50 ４時間20分
７月29日（火） 中潮 14：39 11：55～17：15 ５時間20分 ８月29日（金） 中潮 15：12 13：10～17：05 ３時間55分
７月30日（水） 中潮 15：09 12：30～17：35 ５時間05分 ８月30日（土） 中潮 15：43 13：55～17：20 ３時間25分
７月31日（木） 中潮 15：39 13：10～17：55 ４時間45分 ８月31日（日） 小潮 16：17 14：50～17：35 ２時間45分

７月・８月の砂州出現予想時刻

もうすぐ夏休み

注意事項

知林ヶ島の砂州情報
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九
月
二
十
九
日
　
晴
天
、
八
時

ご
ろ
指
宿
を
出
発
。
山
川
と
い

う
薩
摩
一
の
大
き
な
港
に
行
く

と
、
琉
球
船
が
入
港
し
て
い
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、

薩
摩
富
士
と
呼
ば
れ
る
開
聞
岳

へ
詣
で
て
納
経
し
た
。

　

薩
摩
最
大
の
山
川
港
を
訪
れ
た

泉
光
院
は
、
琉
球
船
の
入
港
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
に
驚
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
開
聞
岳
は
江
戸
時
代
に
お

い
て
も
薩
摩
富
士
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

明
神
宮
所
は
山
麓
の
平
原
に
建

っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
琉
球
の

人
が
帰
国
す
る
に
あ
た
っ
て
無

事
で
あ
る
よ
う
、
恒
例
の
神
楽

を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
日
に
参

拝
で
き
て
幸
せ
だ
。
琉
球
の
人

は
衣い

か
ん冠
を
正
し
く
し
、
上
中
下

の
身
分
を
わ
き
ま
え
礼
拝
も
丁

重
だ
。
大
宮
司
、
禰ね

ぎ宜
も
順
序

ど
お
り
祭
礼
が
あ
っ
て
、
厳
重

で
あ
る
。（
以
下
、
省
略
）

　

明
神
宮
は
、
開
聞
九
社
大
明
神

と
呼
ば
れ
た
枚
聞
神
社
の
こ
と
で

す
。
泉
光
院
は
、
琉
球
の
人
が
神

楽
を
奉
納
し
た
日
に
居
合
わ
せ
た

こ
と
を
幸
せ
だ
と
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
琉
球
の
人
は
礼
儀
が
正
し

十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
珍
し
い
竹
が

あ
っ
て
、
琉
球
竹
と
も
い
う
ら

し
い
。（
中
略
）
金
蔵
院
と
い
う

旧
友
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
こ
こ

か
ら
三
百
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
湯
治
湯
が
あ
っ
て
、

す
ぐ
に
入
浴
し
た

　

湯
治
湯
な
ど
の
場
所
か
ら
、
旧

友
の
家
は
中
福
良
あ
た
り
と
推
測

で
き
ま
す
。「
こ
ら
ん
湯
」
か
「
柴

立
温
泉
」
に
入
浴
し
た
の
で
し
ょ

う
。

　

江
戸
時
代
の
指
宿
を
記
し
た
文

書
の
一
つ
に
、「
日
本
九
峰
修
行
日

記
」
が
あ
り
ま
す
。
書
い
た
の
は
、

日
向
国
佐
土
原
の
野
田
泉せ

ん
こ
う
い
ん

光
院
と

い
う
山
伏
で
す
。

　

泉
光
院
は
、
最
初
に
薩
摩
半
島

を
南
下
し
て
指
宿
、
山
川
、
開
聞

を
訪
れ
、
６
年
２
カ
月
に
渡
っ
て

全
国
の
霊
山
に
登
り
、
有
力
寺
社

に
参
拝
し
ま
し
た
。

　

泉
光
院
は
こ
の
旅
で
、
日
記
に

た
く
さ
ん
の
俳
句
を
残
し
た
た
め
、

西
の
芭
蕉
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
記
に
書
か
れ
た
、
指
宿

関
係
の
部
分
を
、
現
代
文
に
訳
し

て
紹
介
し
ま
す
。
指
宿
に
滞
在
し

た
の
は
、
文
化
九
年
（
１
８
１
２
）、

旧
暦
九
月
の
こ
と
で
し
た
。

九
月
二
十
八
日
　
晴
天
、
喜
入

を
出
て
、
八
時
前
に
は
、
指
宿

に
着
い
た
。
距
離
は
九
キ
ロ
ぐ

ら
い
、
こ
の
間
に
幹
回
り
が
三

い
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

枚
聞
神
社
に
は
、「
琉
球
扁へ

ん
が
く額
」

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
琉

球
か
ら
薩
摩
に
送
ら
れ
た
使
節
団

が
た
び
た
び
参
拝
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
泉
光
院
が
見
た

の
は
そ
の
場
面
で
し
た
。

　

そ
の
あ
と
の
記
述
に
は
、
枚
聞

神
社
の
千
年
酒
の
こ
と
や
２
つ
あ

っ
た
大
甕か

め

の
こ
と
、
大
宮
姫
の
伝

説
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
昔
の
文
書
が
多
く
あ

っ
た
が
、詳
し
い
内
容
は
忘
れ
た
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

記
述
は
、
枚
聞
神
社
に
は
今
は
残

さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
古
文
書
や

書
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

指
宿
の
最
後
の
記
述
は
、
花
瀬

に
つ
い
て
で
、
そ
こ
で
見
掛
け
た

朝
顔
の
花
に
似
た
不
思
議
な
生
き

物
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。

日
本
九

き
�
う
ほ
う峰

修
行
日
記

に
み
る
指
宿

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
98

山
伏
が
記
録
し
た
指
宿
・
山
川

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
103

｢
い
じ
め｣

に
対
す
る

　
　
　
　

  

大
人
の
役
割

　

い
じ
め
が
原
因
で
子
ど
も
が
自

殺
を
す
る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
今こ
ん
に
ち日
の
い
じ
め
は
執
拗よ
う

、
陰

湿
で
あ
り
、
些さ

細
な
こ
と
が
き
っ

か
け
で
誰
で
も
い
じ
め
の
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

い
じ
め
は
中
学
１
・
２
年
生
で
急

激
に
増
加
し
ま
す
。
急
な
体
の
成

長
に
心
の
成
長
が
追
い
つ
か
な
い

多
感
な
こ
の
時
期
に
、
周
り
の
大

人
が
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
機
会
を
意
識
し
て
つ

く
り
、
子
ど
も
の
自
尊
心
を
認
め

て
あ
げ
る
こ
と
で
い
じ
め
の
防
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

大
人
の
役
割
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
い
じ
め
が
大
変
残
酷
で
取

り
返
し
が
つ
か
な
い
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
、
他

人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
人
の
心

の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
市
民
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

現在の「こらん湯」

枚聞神社の琉球扁額
　江戸時代、航海の無事を感謝するため琉球

使節団が奉納。現在７枚残っており、県内最

多の数になる。市指定文化財。

開
聞
、枚
聞
神
社
へ
の
参
宮

「
笹さ
さ

の
葉
ず
れ
の
音
に
和
す　

紙

の
か
ろ
や
か
な
音
の
す
ず
し
さ
、

ど
ん
な
楽
器
も
及
ば
な
い
、
７
月

の
夕
べ
の
し
ら
べ
で
あ
る
」。「
七

夕
と
紙
」
と
題
し
た
随
筆
の
一
節

で
す
。（
『
紙
』
作
品
社
よ
り
）

　

短
冊
や
色
紙
が
、
さ
ら
さ
ら
と

風
に
鳴
る
音
を
な
つ
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。
７
月
７
日
は
七
夕
。

織
り
姫
と
彦ひ

こ

星
が
天
の
川
を
渡
っ

て
年
に
１
度
会
え
る
特
別
な
日
で

逢お
う
せ瀬
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

「
願
い
の
糸
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
七
夕
に
ク

モ
を
小
箱
に
入
れ
、
糸
の
網
で
吉

兆
を
占
っ
て
い
ま
し
た
。
和
紙
で

作
っ
た
紙こ

よ縒
り
で
短
冊
や
細
か
く

切
っ
た
色
紙
を
飾
る
の
は
「
願
い

の
糸
」
の
名
残
り
で
す
。「
願
い
の

糸
」
は
「
五
色
の
糸
」
と
も
言
い

ま
す
。
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
の

願
い
の
糸
は
虹
の
よ
う
な
楽
し
い

糸
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
短
冊
に

願
い
事
を
書
い
て
笹
に
飾
る
風
習

は
、
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
、

介
護
施
設
で
は
、
無
数
の
願
い
の

糸
が
揺
ら
め
い
て
い
ま
す
。「
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
…
」「
友
達
と
な
か
よ

く
…
」「
ピ
ア
ノ
が
上
手
に
…
」「
健

康
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
」「
早
く

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

…
」
と
い
っ
た
短
冊
に
込
め
ら
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
、
五
色
の
糸

に
は
叶
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。「
汝な

ん
じ

が
為
の　

願
の
糸
と

誰
か
知
る
」
大
事
な
人
の
た
め
、

そ
っ
と
願
い
を
込
め
る
糸
も
あ
り

ま
す
。
短
冊
の
さ
ら
さ
ら
と
鳴
る

音
、
葉
ず
れ
に
和
す
七
夕
飾
り
の

軽
や
か
な
音
に
耳
を
澄
ま
せ
た
い

も
の
で
す
。

　

さ
て
、
梅
雨
が
明
け
る
と
本
格

的
な
夏
の
到
来
で
す
。
７
月
に
入

る
と
各
地
区
で
六
月
灯
も
始
ま
り

ま
す
。「
ロ
ッ
ガ
ッ
ド
ー
」
と
聞
く

だ
け
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
心
が

躍
っ
た
も
の
で
す
。

　

指
宿
で
は
、
今
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
六
月
灯
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
夢
や
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
も

大
切
に
し
た
い
行
事
で
す
。

　

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

そ
の
経
済
効
果
が
論
じ
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
そ
れ
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
住
民
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
連
帯
の
絆
だ
と
思
い

ま
す
。
山
川
み
な
と
祭
り
、
開
聞

そ
う
め
ん
夏
祭
り
、
そ
し
て
指
宿

温
泉
祭
。
い
ず
れ
も
人
間
的
温
か

さ
に
溢あ

ふ

れ
た
情
緒
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
秘
密
は
、
祭
り
に
よ
る

絆
や
連
帯
が
し
っ
か
り
と
し
て
お

り
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
こ
に
住
む

誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

  

「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
。
私
の
誇
り
」

妙
に
素
直
に
な
れ
る
祭
り
の
こ
ろ

で
す
。

報
恩

謝
徳
ふ
る
さ
と
の
祭
り

私
の
誇
り

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

　

５
月
21
日
か
ら
５
日
間
、
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル

大
会
に
出
場
す
る
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
国
内
最
終
合
宿
が
本
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
１
月
末
か
ら
２

月
上
旬
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
チ

ー
ム
「
柏
レ
イ
ソ
ル
」
と
「
浦
和

レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
」
が
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
は
、

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
前
の
合
宿
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
が
合
宿
を

行
う
理
由
と
し
て
、
温
暖
な
気
候

や
温
泉
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施

設
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ヤ
マ
ダ
電
機
女
子
陸

上
部
や
三
菱
重
工
横
浜
硬
式
野
球

部
な
ど
年
間
約
20
チ
ー
ム
、
約
３

千
人
が
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
行
っ
て

い
ま
す
。
約
３
千
人
の
宿
泊
者
数

は
、
本
市
の
年
間
宿
泊
者
数
か
ら

し
て
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
宿

泊
に
よ
っ
て
市
内
で
の
消
費
も
増

え
、
経
済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
10
人
以
上
で
市
内

に
５
泊
以
上
宿
泊
し
た
市
外
団
体

を
対
象
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

奨
励
品
等
支
給
制
度
」
な
ど
が
あ

り
、
よ
り
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
市
で
多
く
の
チ

ー
ム
が
合
宿
を
行
い
、
よ
い
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

環
境
を
整
え
な
が
ら
誘
致
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
が
も
た
ら
す
効
果

37

特産品などを贈呈して選手たちを歓迎
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まちの話題

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

Ｗ 杯に向けて国内最終調整
サッカー日本代表が合宿

近況報告を行う豊留市長 必ず穴を開けてください

1千羽鶴を贈呈する児童たち　2青色のタオルを広げて選手たちを歓迎　3応援メッセージで埋め尽くされたＪＲ指宿駅前のボード
45はつらつとした動きを見せる選手たち　6マッチフラッグを作る児童たち

　５月18日、大阪市で関西かいもん会（末吉茂廣会
長）の第19回総会が行われ、来賓や会員など約150
人が参加しました。本市からは豊留市長と新宮領議
長らが出席し、本市の近況などを報告しました。総
会後の懇親会では、上野出身の河知恭子さんのピア
ノ演奏や川尻出身の有村よしみさんの歌謡ショー、
指宿の特産品が当たる抽選会などが行われ、故郷の
話に花を咲かせながら互いに絆を深めました。

故 郷への思い強く
関西かいもん会総会

　５月21日から５日間、サッカーのワールドカップ
ブラジル大会に出場する日本代表が市内で国内最終
合宿を行いました。21日、ワールドカップでの活躍
を期待して激励式が行われ、県や市などは選手たち
に特産品を贈呈しました。また、市内の小・中学生
約3,500人が心を込めて折った千羽鶴も贈られ、選
手たちに熱い思いを送りました。ザッケローニ監督
は、「沿道から多くの市民が応援してくれました。特
産品や千羽鶴をいただき、ありがとうございます」
と話しました。

　また、24日には時遊館COCCOはしむれで対戦相
手と日本の国旗の色を使った旗作り「マッチフラッ
グプロジェクト」が開催。市内の小学生ら約200人
が旗作りを行い、選手たちの活躍を祈りました。
　市内では、代表らを一目見ようと沿道や会場周辺
に多くの市民やファンが詰め掛けました。沿道に集
まった人たちは、青いタオルなどを広げて選手たち
を激励。サムライブルーをイメージした青い旗など
も掲げられ、市内はワールドカップムードに包まれ
ました。

2

3

6

1

4 5

　

「
白
麹
と
黒
麹
の
違
い
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」。そ
う
言
っ
て
若
き

杜と
う
じ氏
が
手
に
し
た
の
は
、
最
新
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
っ
た
。

　

蔵
見
学
の
際
に
は
、
画
像
や
動

画
を
用
い
て
説
明
し
た
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
仕
込
み
の
様
子

や
商
品
の
情
報
を
掲
載
し
た
り
す

る
な
ど
、
焼
酎
の
魅
力
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

吉
永
酒
造（
有
）の
５
代
目
吉
永

章
一
さ
ん
が
、
父
俊
公
さ
ん
か
ら

事
業
を
引
き
継
い
だ
の
は
４
年
前
、

25
歳
の
時
。
大
学
卒
業
後
は
、
大

阪
で
焼
酎
造
り
と
は
畑
違
い
の
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い

て
い
た
。「
父
は
蔵
を
継
い
で
く
れ

と
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
一
度
他

の
仕
事
を
経
験
し
て
、
継
ぐ
か
ど

う
か
決
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
」

と
、
当
時
を
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
、
父
が
病
に
倒
れ
、
慌

た
だ
し
く
帰
郷
。
知
人
の
蔵
で
、

泊
ま
り
込
み
で
焼
酎
造
り
の
イ
ロ

ハ
を
学
び
、
そ
の
年
の
仕
込
み
か

ら
は
全
て
を
任
さ
れ
た
。

　

仕
込
み
の
技
は
、
父
か
ら
直
接

教
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
父
の
背
中
を
見
て
育

つ
中
で
、
自
然
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
自
ら

も
研
究
を
重
ね
、
５
代
目
の
味
を

造
り
出
し
た
。

　

蔵
内
に
湧
き
出
る
井
戸
水
と
、

こ
だ
わ
り
の
麹
米
、
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
用
し
、
伝
統
の
和
甕か

め

で
造
ら

れ
た
代
表
銘
柄
「
利
八
」
は
、
父

の
代
か
ら
５
年
連
続
で
鹿
児
島
県

本
格
焼
酎
鑑
評
会
で
優
等
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

「
焼
酎
造
り
で
特
に
大
切
な
の

は
、
最
初
の
米
蒸
し
と
最
後
の
蒸

留
で
す
」
と
語
る
章
一
さ
ん
。

　

米
蒸
し
の
作
業
で
混
ぜ
合
わ
せ

た
種
麹
の
種
類
に
よ
っ
て
、
き
り

っ
と
し
た
味
わ
い
の
「
白
麹
」
や
、

ま
ろ
や
か
で
深
み
の
あ
る
「
黒
麹
」

が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
蒸
留
の
具

合
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
が
変
わ
っ

て
く
る
た
め
、
細
心
の
注
意
が
必

要
と
さ
れ
る
。

　

「
百
年
以
上
続
く
吉
永
酒
造
の

焼
酎
を
愛
し
て
く
れ
る
地
域
の
人

た
ち
に
『
お
い
し
い
』
と
認
め
て

も
ら
え
る
の
が
、
一
番
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
を
み
せ
る
。

　

若
き
杜
氏
が
、
１
本
１
本
思
い

を
込
め
て
造
り
出
す
新
酒
を
、
今

年
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
心
待
ち
に

し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

一本一本に
　思いを込めて
　　　　　　　 ～吉永酒造有限会社～

　

こ
れ
ま
で
燃
え
な
い
ご
み
で
出

し
て
い
た
「
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・

ス
プ
レ
ー
缶
」
が
、
４
月
か
ら
資

源
ご
み
と
し
て
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶

と
は
？

卓
上
コ
ン
ロ
用
ボ
ン
ベ
や
殺
虫

剤
、
整
髪
ス
プ
レ
ー
、
塗
料
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
の
こ
と
で
す
。

出
し
方

○
可
燃
性
ガ
ス
を
含
ん
で
い
ま
す

の
で
、
中
身
を
完
全
に
使
い
切

っ
た
後
、
缶
に
穴
を
開
け
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
穴
を
開
け
る

際
は
、
火
の
気
の
な
い
こ
と
を

十
分
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
簡
単
に
取
り
外
せ
る
キ
ャ
ッ
プ

な
ど
は
外
し
て
、
資
源
ご
み
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

分
別
し
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所

地
区
立
会
収
集
所
・
常
設
収
集

所
に
コ
ン
テ
ナ
を
準
備
し
、
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
設
収

集
所
は
、
年
末
年
始
を
除
く
す

べ
て
の
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

※
各
収
集
場
所
で
日
時
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
地
区
立
会
収
集
所
・
常

設
収
集
所
に
出
せ
な
い
人
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
月
１
回
の
「
燃
え

な
い
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ご
み
処
理
を

推
進
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
資

源
ご
み
と
し
て
出
す
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑭

「
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
」
の
分
別

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

特産品
シリーズ
VOL.13
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Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

鉛筆を贈呈する清水会長（右から３人目）献花する参列者

流しそうめんを楽しむ子どもたち受賞を喜ぶ今村さん（中央）

　指宿ライオンズクラブが、市内の小学１年生377
人に、平仮名で個人の名前が入った鉛筆１ダースず
つをプレゼントしました。平成11年から毎年行って
おり今年で16回目。５月21日、クラブ会員らが豊留
市長を訪れ、贈呈式が行われました。清水裕会長は、
「自分の名前が入った鉛筆を見て、名前はもちろん、
物も大事にしてほしい。勉強に励んで楽しい学校生
活を送ってもらいたい」と話しました。

　５月27日、旧指宿海軍航空基地から出撃した特攻
隊員らの慰霊追悼式が、基地跡にある哀惜の碑で行
われました。式には、遺族や関係者など約110人が
参列し、御霊に黙とうを捧げ、献花を行いました。
同基地は太平洋戦争末期、本土最南端の航空基地と
して田良浜に建設され、特攻隊員82人が飛び立ちま
した。また、基地周辺で空襲などを受けて192人が
犠牲になっています。

　５月24・25日、かいもん山麓ふれあい公園でいぶ
すき親子キャンプが行われました。野外体験を通じ
て親子の絆を深めてもらおうと、青少年育成推進員
らが主催。市内の小学生26人が、親子でピザ作りや
青竹の流しそうめんなどを行い、交流を深めました。
今和泉小１年の鶴田結人さん（渡瀬）は、「どれも初
めての経験ですごく楽しかった。今度は家族でキャ
ンプしてみたい」と話しました。

　５月28日、市役所で行政相談委員の今村新作さん
（南迫田）が、総務省鹿児島行政評価事務所長から
感謝状が贈呈されました。平成22年に委員に委嘱さ
れた今村さんは、市民の相談相手として行政に対す
る苦情の解決や行政運営の改善に尽力したことが評
価されました。今村さんは、「自分の力は微力だが、
今後も地域が充実し発展していけるよう努力してい
きたい」と受賞の喜びを話しました。

勉 強に励み楽しい学校生活を英 霊らをしのぶ

親 子の絆を深め合う市 民の悩み解決に奉仕

ライオンズクラブが鉛筆を贈呈哀惜の碑で慰霊追悼式

いぶすき親子キャンプが開催行政相談委員に感謝状贈呈

まちの話題

受賞を喜ぶ団員らふるさとの思い出話で盛り上がる会場

表彰状を手にする福留さん（左）と新留さん夫妻太極拳を体験

　宮ヶ浜緑の少年団が県本土の緑づくりに大きく貢
献したとして、県知事から表彰されました。平成19
年から国道沿いやＪＲ宮ヶ浜駅周辺の花壇に植栽を
行い、年間を通じた緑化活動が高く評価されました。
５月20日、豊留市長へ受賞報告に訪れた指宿小５年
の山口桜子さん（宮ヶ浜）は、「自然を大切にしてほ
しいという思いで活動してきました。緑と花でいっ
ぱいのまちにしたいです」と話しました。

　５月24日、指宿高校卒業生による東京柏会の総会
が開催され、関東地区に在住する約100人の会員が
集まりました。本市からは、山下和則校長や同窓会
会長の宮ノ前隆さんらが出席しました。上野三郎会
長は、「指宿高校発展のために、東京柏会としていろ
いろな面で応援していきたい」とあいさつ。同校Ｏ
Ｂのオペラ歌手大山大輔さんの歌や会員らによるお
はら節の踊りなどが盛大に行われました。

　３月８日、指宿市営テニス場で心肺停止状態とな
った男性を、福留ひろ子さん（南迫田）と新留尚二
さん・佐知子さん夫妻（丈六）が心臓マッサージな
どの救命処置を行い、男性は一命を取り留めました。
５月21日、３人の人命救助に対して、指宿消防署は
表彰状を贈呈しました。新留尚二さんは、「看護師と
して働いているので、すぐに対応できた。今後もよ
り一層自分の技術を高めたい」と話しました。

　５月28日、15分以上の運動やスポーツをした人の
参加率を競うチャレンジデーが行われました。２回
目の参加になる本市は、神奈川県逗子市と対戦。早
朝には市内の公民館でのラジオ体操が、また、夕方
には市営陸上競技場で100ｍ走やエアロビクスなど
が行われ、１日を通して市民一丸となった健幸づく
りに取り組みました。結果は、逗子市は参加率36.5
％、本市の参加率44.7％で見事勝利を収めました。

緑 化活動に大きく貢献仲 間と再会し故郷を思い出す

命 を救った一瞬の判断み んなで運動し、逗子市に勝利

宮ヶ浜緑の少年団が県知事表彰東京柏会が総会

人命救助に対し表彰チャレンジデーが開催
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笑顔で手渡す生徒たち

来館150万人目となった今山さん（中央）

　５月30日、山川高校の家庭クラブ30人が、学校前
を通るドライバー100人に交通安全を祈願する折り
鶴の配布を行いました。「交通安全に気をつけてくだ
さい」とドライバーに声を掛けながら、自分たちが
育てた花とメッセージを手渡し、安全運転を呼び掛
けました。２年生の迫優香里さん（市山上）は、「緊
張したけど、運転手が喜んでくれた。事故が多いの
で、気をつけて運転してほしい」と話しました。

　６月１日、道の駅山川港活お海道で来館者150万
人達成の記念式典が行われました。平成21年４月の
開館から６年目での達成。150万人目となったのは、
宮崎県都城市から家族で来館した今山明治さん。関
係者らとくす玉を割り、記念品や特産品が贈呈され
ました。今山さんは、「砂むしが好きで指宿にはよく
遊びに来ます。家族と一緒に来ていい思い出になり
ました」と笑顔で話しました。

交 通事故ゼロを目指して

み んなに愛されて６年目

交通安全祈願の折り鶴を配布

活
い

お海道が来館者150万人達成

まちの話題

税金を納める生徒たち

山高生と一緒に苗を植え付ける児童たち

　５月28日、指宿商業高校の生徒らで組織する株式
会社「指商」が、法人市民税59,200円を市役所で納
めました。同社は昨年度、指商デパートで地元の食
材を使ったスイーツなどを販売し、年間で約500万
円の売上を計上しています。納税を行った同校３年
の石口沙弥香さん（上吹越）と阿野円香さん（仮屋）
は、「思った以上に納める税金の額にびっくり。市民
の役に立つように使ってほしい」と話しました。

　５月31日、山川図書館で食育活動の一環としてイ
モ植え体験が行われ、大成小の児童ら約20人が参加
しました。ＪＡいぶすきの協力で、敷地内に新設し
た約１ａの畑にサツマイモの苗約200本を植え付け
ました。１年の水流光河さん（前薗下）は、「秋の収
穫が楽しみ。焼き芋にして食べたいです」と話しま
した。また、山川高校の生徒よる紙芝居も行われ、
児童たちはサツマイモの歴史などを学びました。

１ 年間の成果を納める

地 域の協力でイモ植え体験

「指商」が法人市民税を納付

山川図書館で食育活動

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

親
子
で
蝶
の
謎
を
学
ぼ
う
！

　

県
内
に
生
息
す
る
蝶
や
、
台
風

で
南
の
島
か
ら
飛
ば
さ
れ
て
き
た

「
迷
蝶
」
な
ど
、
蝶
の
面
白
い
世

界
に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

の
隣
に
あ
る
橋
牟
礼
川
遺
跡
史
跡

公
園
で
蝶
の
観
察
や
捕
り
方
を
紹

介
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
12
日（
土
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

鹿
児
島
の
蝶
の
謎
と
自

然
に
つ
い
て　

■
講
師　

福
田
晴
夫
氏
（
鹿
児
島

県
昆
虫
同
好
会
顧
問
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
②

天
の
川
に
広
が
る
夏
の
星
座
と
土

星
・
火
星
を
見
よ
う
！

　

夏
の
星
座
探
し
と
物
語
を
紹
介

し
ま
す
。
本
市
の
夏
の
夜
空
は
、

天
の
川
が
と
て
も
明
る
く
き
れ
い

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

８
月
３
日（
日
）20
時
〜

21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

　

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

夏
の
星
座
探
し
、
土
星

と
火
星
を
大
型
の
天
体
望
遠
鏡

で
観
察
し
ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

　

☎
㉓
５
１
０
０

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

催
し

　 ヘルシーランド露天風呂～たまて箱温泉～

露天風呂入浴割引券
○毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）は休館日です。
※露天風呂は、偶数日が男性「和風」、女性「洋風」、奇数日は逆に
なります。
○大人は410円、子ども（小学生以下）は260円で入浴できます。
○本券１枚で５名様まで利用できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー・印刷不可）。

　７月を「お客さま感謝月間」として、露天風呂入
浴割引を実施します。入浴割引券を切り取り、受付
に提出してください。

有効期間  平成26年７月１日（火）～31日（木）
入浴割引サービス月間

　 ヘルシーランド露天風呂

入浴割引サービス月間入浴割引サービス月間
　 ヘルシーランド露天風呂～たまて箱温泉～

シェルコレ2014

①貝でかわいい生き物を作ろう
■日時　７月12日（土）10：00～12：00
②夏の光を独り占め！サンキャッチャー作り

■日時　７月26日（土）10：00～12：00
③貝のジェルキャンドル作り
■日時　８月９日（土）10：00～12：00
④シェルコレ限定！オリビンと星砂万華鏡作り
■日時　８月23日（土）10：00～12：00

■参加料　①・④　各300円
　　　　　②・③　各500円
■定員　各20人（定員になり次第、締め切
ります。）
■申込方法　電話で申し込んでください。
申し込み・問い合わせ先
　時遊館COCCOはしむれ　☎㉓5100

　鹿児島近海の貝や世界の珍しい貝など約
930種類1200点の標本を展示します。

ウミガメパネル展

体験学習

７月12日㈯～８月31日㈰
無料

同時企画

期　間

入場料

✂ 切り取り ✂ 

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

８月
2014

25 26 27 28 29

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

7月
2014

24
31
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■
期
日　

７
月
13
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
30
分
ま
で
に
宮
ヶ

浜
港

■
終
了　

12
時（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

無
料

○
非
会
員　

３
０
０
円

※
保
険
料
な
ど
を
含
む
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
10
日（
木
）

17
時
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

☎
㉒
３
２
５
２

■
日
時　

７
月
19
日（
土
）９
時
〜

　

12
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

※
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

山
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
艇
庫
（
児
ヶ
水
漁
港
）

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
年
齢
に
よ
っ
て
は
保
護
者
と
同

乗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
10
人
以
上
で

参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

○
カ
ヌ
ー
・
ペ
ア
カ
ヌ
ー
・
ロ
ー

ボ
ー
ト
・
ペ
ダ
ル
ボ
ー
ト
の
無

料
貸
し
出
し

○
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
技
術
指
導

問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

　

大
山
区
で
は
、
都
市
部
の
子
ど

も
た
ち
と
市
内
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
目
的
と
し
た
、
２
泊
３

日
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
夏

休
み
の
思
い
出
作
り
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
29
日（
火
）〜
31
日

　
（
木
）

■
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

■
内
容　

自
然
体
験
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
巡
り
、
郷
土
料
理
体
験
な

ど
を
行
い
、
区
内
の
家
庭
に
宿

泊
し
ま
す
。

■
参
加
料　

３
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議

事
務
局　

田
中
信
一
郎

☎
０
８
０-

５
６
８
９-

０
９
１
４

　

市
で
は
、
平
成
27
年
指
宿
市
成

人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

新
成
人
が
中
心
と
な
り
、
実
行
委

員
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
独
自
の

成
人
式
を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

思
い
出
に
残
る
成
人
式
を
一
緒

に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

○
平
成
27
年
１
月
に
成
人
式
を
迎

え
る
人

※
平
成
28
年
１
月
に
成
人
式
を
迎

え
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
活
動
期
間　

８
月
中
旬
か
ら
平

　

成
27
年
１
月
下
旬
ま
で

■
活
動
内
容　

成
人
式
ま
で
に
10

回
程
度
の
会
議
を
行
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
記
念
冊
子
の
内
容
を
決
め
た

り
、
成
人
式
が
よ
り
良
く
な
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
り
し
ま
す
。
成
人
式
当
日
は

司
会
や
運
営
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

南
指
宿
中
学
校
の
裏
に
あ
る
平

山
か
ら
鰻
池
ま
で
散
策
し
ま
す
。

西
郷
隆
盛
と
江
藤
新
平
が
一
緒
に

歩
い
た
と
い
わ
れ
る
歴
史
街
道
を

歩
き
、
温
泉
や
ス
メ
料
理
を
堪
能

す
る
ツ
ア
ー
で
す
。

■
期
日　

７
月
20
日（
日
）

■
集
合　

９
時
25
分
ま
で
に
Ｊ
Ｒ

指
宿
駅
前
集
合

■
参
加
料　

２
０
０
０
円

※
交
通
費
、
保
険
代
、
記
念
品
な

ど
を
含
む
。

■
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
19
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会
（
担

当
・
馬
場
）

☎
０
９
０-

３
１
９
３-

６
４
４
５

■
日
時　

７
月
20
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
17
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
32
５
５
６
６

　

池
田
湖
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

実
施
に
併
せ
て
、
池
田
湖
に
関
す

る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

小
・
中
学
生

■
申
込
方
法　

各
学
校
に
配
布
し

て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
14
日（
月
）

※
受
賞
者
発
表
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
当
日
に
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

大
山
わ
く
わ
く

体
験
ツ
ア
ー

募
集

　

市
で
は
、
指
宿
商
業
高
等
学
校

で
勤
務
す
る
学
校
図
書
館
事
務
職

員（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

８
月
１
日（
金
）〜

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

※
契
約
更
新
あ
り

■
申
込
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
採
用
後
、
本
市
に
居
住
し
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
○
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
な
ど
）
の
操
作
が
で
き
る

■
勤
務
内
容　

学
校
図
書
館
の
運

営
や
蔵
書
管
理
、
読
書
活
動
に

お
け
る
指
導
や
調
べ
学
習
の
補

助
な
ど

■
勤
務
先　

指
宿
商
業
高
等
学
校

※
勤
務
校
の
異
動
あ
り

■
勤
務
条
件

○
賃
金　

月
額
15
万
８
６
０
０
円

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

○
勤
務
時
間　

８
時
10
分
〜
16
時

40
分

○
各
種
保
険　

社
会
保
険
、
労
働

保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

○
休
暇　

年
次
有
給
休
暇
、
特
別

休
暇
あ
り

■
申
込
方
法

○
市
販
の
履
歴
書（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
最

近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し
た

写
真
を
貼
り
、
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
履
歴
書
は
封
筒
に
入
れ
、
表
に

「
学
校
図
書
館
事
務
職
員
申
込

書
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
資
格
を
証
明
で
き
る
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
業
務
や
読
書
活
動
の
経

験
者
は
、
履
歴
書
の
職
歴
欄
に

詳
細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
火
）

17
時
必
着

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

※
書
類
選
考
合
格
者
に
、
面
接
試

験
の
日
程
な
ど
を
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
３
１
５

指
宿
市
岩
本
２
７
４
７

指
宿
商
業
高
等
学
校
事
務
係

☎
㉕
２
２
０
４

体
験
入
校
生

あ
な
た
が
つ
く
る

成
人
式

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

体
験
の
日

池
田
湖
標
語

コ
ン
ク
ー
ル

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

い
ぶ
す
き
発
祥
の
地
を
巡
る

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
建
築
大
工
・
木
工
体
験
の

入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
５
日（
火
）９
時
〜

12
時
30
分

■
対
象　

中
学
・
高
校
生
、
一
般

（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
人
）

■
募
集
人
員　

30
人
（
先
着
）

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
１

日
傷
害
保
険
料
は
自
己
負
担
）

■
準
備
す
る
も
の　

作
業
が
で
き

る
服
装
、
上
履
き

■
申
込
方
法　

事
前
に
問
い
合
わ

せ
の
上
、
各
中
学
・
高
校
、
職

業
安
定
所
に
設
置
し
て
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
30
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５

－

１
８
０
４

さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６-

５
３-

０
２
０
７

FAX
０
９
９
６-

５
３-

０
９
９
３

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

宮
ヶ
浜
探
訪
ウ
オ
ー
ク

鰻う
な
っ・

西せ

ご郷
ど
ん
の
道み

っ

ツ
ア
ー

学
校
図
書
館
の

　
　
　
　  

事
務
職
員

第12回
池田湖水水フェスティバルフェスティバル

※受付９：00～　小雨決行
■内容　環境講演会、ネイチャーガイドツアー、バナ
ナボート体験、環境パネル展、宝探しゲーム　他

■参加料　無料（一部有料のイベントあり）
※申し込みは不要です。
問い合わせ先
　環境政策課環境政策係　☎㉒2111（内線243）

日時　８月３日（日） ９：30～15：00
場所　池田湖売店前およびイッシー公園
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■
発
売
期
間　

７
月
４
日（
金
）〜

７
月
25
日（
金
）

■
抽
選
日　

８
月
５
日（
火
）

■
販
売
価
格　

１
枚
３
０
０
円

※
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

　

網
膜
色
素
変
性
症
で
療
養
中
の

人
お
よ
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ

の
思
い
や
悩
み
を
ゆ
っ
く
り
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
16
日（
水
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

指
宿
保
健
所
１
階
会
議
室

■
助
言
者　

中
村
善
晄
氏
（
日
本

網
膜
色
素
変
性
症
協
会
鹿
児
島

県
支
部
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
９
日（
水
）

※
当
日
は
、
遮
光
眼
鏡
な
ど
の
福

祉
用
具
の
展
示
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

指
宿
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
３
８
５
４

　

「
鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー
が

輝
く　

快
適
ロ
ー
ド
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
マ
ナ

ー
を
正
し
く
守
り
、
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

７
月
21
日（
月
）〜
30
日

　
（
水
）

■
最
重
点
事
項　

高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

■
重
点
事
項

○
飲
酒
運
転
・
暴
走
等
無
謀
運
転

の
根
絶

○
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

　交通事故に関する損害調査、後遺障害の等
級認定、損害賠償額の精査、治療や後遺症に
関する不安や悩みなど、交通事故に関するも
の全ての相談が可能です。なお、相談は事前
に予約した人を優先します。
■日時　７月19日（土）12：00～16：00
■場所　市民会館小会議室
予約・問い合わせ先
　ＮＰＯ法人交通事故被害者救済推進協会
　南薩地区担当　有田ムツミ
　☎099-345-1089
※常設の電話相談窓口
　月～金　９：00～16：00
　☎099-345-1089

交通事故無料相談 お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ

網
膜
色
素
変
性
症

患
者
・
家
族
の
交
流
会

夏
の

交
通
事
故
防
止
運
動

　　

国
が
指
定
す
る
特
殊
病
害
虫
の

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
重
要
害
虫
で
す
。

　

発
生
す
る
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生

産
と
関
連
す
る
産
業
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
防
除
に
多
大

な
時
間
と
費
用
を
要
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
と
市
で
は
、
侵
入

を
防
ぐ
た
め
、
市
内
全
域
を
対
象

に
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
侵

入
警
戒
用
の
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し

調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
設
置
期
間　

７
月
17
日（
木
）〜

　

10
月
23
日（
木
）

※
調
査
は
２
週
間
間
隔
で
行
い
ま

　

す
。

■
設
置
場
所　

市
内
全
域
（
指
宿

　

地
域
50
カ
所
、
山
川
地
域
40
カ

　

所
、
開
聞
地
域
30
カ
所
）

※
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
、
ノ
ア
サ
ガ
オ
、

　

グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
群
落
な
ど

　

の
周
辺
に
設
置
し
ま
す
。

■
特
徴　

性
フ
ェ
ロ
モ
ン
（
メ
ス

　

の
臭
い
）
を
使
っ
て
、
広
い
範

　

囲
で
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の

　

有
無
を
確
認
し
ま
す
。

■
注
意　

粘
着
板
を
利
用
し
て
い

　

る
の
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
県
病
害
虫
防
除
所

　

☎
０
９
９-

２
４
５-

１
１
５
７

○
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

指
宿
市
十
二
町
駐
在

　

☎
㉒
６
４
２
２

○
農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

　

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

アリモドキゾウムシアリモドキゾウムシアリモドキゾウムシ
引き続き侵入警戒調査

フェロモントラップ

青
少
年
・
青
少
年
団
体

　

市
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴

史
や
文
化
、
観
光
な
ど
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
ビ
デ
オ
鑑
賞

や
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
10
日（
日
）10
時
〜

12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

■
講
師　

シ
ュ
・
ユ
ェ
ン
シ
ャ
オ
・

　

ケ
ナ
ー
ド
氏
（
県
国
際
交
流
員
）

■
定
員　

30
人

■
参
加
料　

２
０
０
円

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

　

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

　

で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ
国
際
交
流

推
進
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

長
公
室
企
画
調
整
係
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

で
は
、
市
内
の
中
学
・
高
校
生
が

美
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通

じ
て
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら

自
主
性
や
連
帯
感
を
育
て
、
心
身

の
健
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
中
・
高
生
ふ
る
さ
と

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
13
日（
水
）８
時
30

分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

■
内
容　

美
化
活
動
お
よ
び
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
対
象　

市
内
居
住
お
よ
び
市
内

出
身
の
中
学
・
高
校
生

※
全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
。

■
チ
ー
ム
編
成

○
６
人
制
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
中
学
・
高
校
生
が
必
ず
コ
ー
ト

　

内
に
入
る
男
女
混
合
チ
ー
ム
（
６

　

人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
保
護

者
２
人
ま
で
可
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
７
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

■
申
込
資
格

小
学
生
か
ら
高
校
生
、
そ
れ
ら

の
年
齢
に
相
当
す
る
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ

※
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
部
門

は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
お
よ

び
高
校
生
に
限
る
。

■
作
品
テ
ー
マ

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
部
門

　

「
わ
た
し
の
夢
」

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
部
門

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

（
例
）「
感
謝
の
気
持
ち
」、「
友

情
」
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

市
で
は
、
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映

画
祭
（
兼
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映

画
祭
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
）
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
祭
の
作
品
テ
ー
マ
は
「
わ
た

し
の
夢
」
で
す
。

　

あ
な
た
の
将
来
の
夢
や
、
思
い

描
く
夢
の
世
界
な
ど
を
３
分
間
の

映
像
作
品
に
し
て
表
現
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ま
た
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

自
分
の
想
い
を
表
現
し
て
も
ら
う

た
め
、
市
内
の
小
・
中
学
生
お
よ

び
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
自
由
な

テ
ー
マ
の
作
品
も
併
せ
て
募
集
し

ま
す
。

■
申
込
規
定

○
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た
３

分
間
の
映
像
作
品

○
１
制
作
者
（
１
グ
ル
ー
プ
）
に

つ
き
各
部
門
１
点
ま
で

○
未
公
開
作
品
と
す
る

■
申
込
方
法

作
品
と
一
緒
に
、
申
込
書
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

※
送
料
は
自
己
負
担
。

■
申
込
締
切
日　

８
月
27
日（
水
）

■
そ
の
他

○
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
貸
し
出
し
を

希
望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

○
上
位
入
賞
者
は
、
ア
ジ
ア
国
際

子
ど
も
映
画
祭
（
兵
庫
県
南
あ

わ
じ
市
で
開
催
）
に
招
待
さ
れ

ま
す
。

※
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
部
門

に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
国
際
子

ど
も
映
画
祭
に
は
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
実
行

委
員
会
（
学
校
教
育
課
学
務
係

内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
３
）

中
・
高
生

ふ
る
さ
と
の
集
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
文
化

紹
介
講
座
の
参
加
者

募
集
要
項

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

作
品
テ
ー
マ「
わ
た
し
の
夢
」

ホームビデオ映像作品

大 募 集

観
光
特
急
が
つ
な
ぐ

　
　
　
　

国
際
交
流
事
業
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情報掲示板 Information

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
文
化
祭
は
、
国
民
の
文
化

活
動
へ
の
参
加
の
気
運
を
高
め
、

新
し
い
芸
術
文
化
の
創
造
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
61
年
か
ら

毎
年
、
各
都
道
府
県
を
回
っ
て
開

催
さ
れ
て
い
る
国
内
最
大
の
文
化

の
祭
典
で
す
。

　

平
成
27
年
に
は
、
鹿
児
島
県
で

国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
期
間

中
県
内
の
全
市
町
村
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

本
物
。
鹿
児
島
県　

　

〜
文
化
維
新
は
黒
潮
に
乗
っ
て
〜

■
期
間　
平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）

　

〜
11
月
15
日（
日
） 

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

今
年
で
64
回
目
を
迎
え
ま
す
。

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
防

止
へ
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
法
務
省
主
唱
の
全
国
的
な
運

動
で
す
。

毎
年
、「
更
生
保
護
の
日
」
に
当

た
る
７
月
１
日
か
ら
の
１
カ
月
間

は
強
調
月
間
と
し
て
、
全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
市
内
で
は
次
の
方
々
が

保
護
司
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
、
罪
を
犯
し
た
人
の

更
生
の
手
助
け
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
司
（
敬
称
略
）

牧
口　

和
義　
　

☎
㉒
３
７
１
９

中
間　

弘　
　
　

☎
㉓
４
４
１
９

片
野
田　

勉　
　

☎
㉒
３
０
４
０

池
本　

弘　
　
　

☎
㉕
５
１
６
４

幸
野　

昌
廣　
　

☎
㉒
４
０
５
２

髙
﨑　

幸
隆　
　

☎
㉒
２
３
０
２

藤
岡　

香
代
子　

☎
㉒
２
０
０
６

美
代　

隆
仁　
　

☎
㉖
２
３
２
１

家
中　

義
嵩　
　

☎
㉕
３
０
４
５

片
野
田　

茂
樹　

☎
㉓
３
８
２
２

堀
之
内　

薫　
　

☎
㉕
３
１
８
９

下
温
湯　

昭
子　

☎
㉔
４
８
５
７

甲
子　

順
由　
　

☎
34
０
３
２
６

大
石　

大
教　
　

☎
35
０
０
２
４

伊
佐　

幸
子　
　

☎
34
０
４
０
８

神
薗　

美
従　
　

☎
34
０
２
０
４

前
畑　

實
利　
　

☎
32
２
３
０
９

七
夕　

利
久　
　

☎
32
４
７
５
１

浜
田　

藤
幸　
　

☎
32
５
０
０
５

問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

７
月
は
強
調
月
間
で
す

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

　市では、心身ともに健全な青少年を育成す
ることを目的に、学校または社会生活におい
て善行や他の模範となった青少年や青少年団
体を推薦してもらい、表彰します。

障害者、高齢者などに対する慰問などの
奉仕活動行為
人命救助、防火、防犯、事故防止または
自然災害もしくは、人為災害発生時に貢
献した行為
友人など自分の周りにいる人に対して、
誠実で親切な心を持ってその人のために
貢献した行為
自然環境の保護または清掃、植栽などに
よる生活環境美化活動もしくは、環境衛
生の保持改善に貢献した行為
いかなる環境にも負けず、明るい心を失
わないで学業やスポーツに励んだ行為
人のため、社会のために奉仕するなどの
行為

○社会福祉

○緊急時貢献

○隣人愛

○自然保護

○努力

○その他　　

■推薦方法　社会教育課に設置してある推薦書に必要
事項を記入の上、提出してください。
■推薦対象となる善行の時期および期間など
○現在も継続中のもの
○自主的で積極的な意思によって行われているもの
で、長年にわたり常時または定期的に継続され、
かつ社会的評価が高いもの
○緊急時貢献については、過去１年間に行われた善
行または現在継続中のもの
■表彰　11月１日（土）に開催する生涯学習フェスティ
バルで表彰します。

提出・問い合わせ先
　社会教育課社会教育係（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ
内）☎㉓5100

青少年・青少年団体

善行表彰の推薦
 

　自衛隊知覧分駐所では、次の日程で自衛官募集説明会を開催します。当日は、ビデオ放映、各種資料により
説明します。自衛隊に関心のある人（就活中・学生・保護者など）は、気軽にお越しください。

■第１回説明会
　日時　７月10日（木）18：00～　
　場所　開聞コミュニティ消防センター

■第２回説明会   
　日時　７月11日（金）18：00～　
　場所　山川文化ホール

■第３回説明会
　日時　７月12日（土）10：00～
　場所　中央公民館

募　集　科　目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

自衛官候補生 男子 18歳以上
27歳未満の人

　８月１日㈮～９月９日㈫

受付時にお知らせします。
女子 ９月25日㈭～29日㈪

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満の人

１次：９月19日㈮・20日㈯　
２次：10月９日㈭～15日㈬　
　　　（いずれか１日指定日）

航空学生（海上・航空）
高卒（見込含）
21歳未満の人
（女子若干名）

１次：９月23日㈫
２次：１次合格後通知　　
３次：２次合格後通知

防衛大学校学生

推薦

18歳以上
21歳未満の人

　９月５日㈮～９月９日㈫
９月27日㈯・28日㈰

総合
選抜

１次：９月27日㈯
２次：11月１日㈯・２日㈰

一般
（前期） 　９月５日㈮～９月30日㈫ １次：11月８日㈯・９日㈰

２次：12月10日㈬～14日㈰

一般
（後期）

　平成27年
　１月21日㈬～１月30日㈮

１次：平成27年２月28日㈯
２次：平成27年３月13日㈮

防衛医科大学校
医学科学生 高卒（見込含）

21歳未満の人 　９月５日㈮～９月30日㈫

１次：11月１日㈯・２日㈰
２次：12月17日㈬～19日㈮

防衛医科大学校
看護科学生（自衛官コース）

１次：10月18日㈯　
２次：11月29日㈯・30日㈰

問い合わせ先
○自衛隊知覧分駐所（南九州市役所内）☎0993831811　*pco.chiran-area@cup.ocn.ne.jp
○危機管理課安全安心対策係　☎㉒2111（内線152）
※詳しい情報は、ホームページをご覧ください。http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/

　

開
聞
地
域
で
は
、
粗
大
ご
み
の

収
集
を
実
施
し
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
区
長
・
集
落
長
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
日

○
７
月
25
日（
金
）

　

仙
田
区
・
上
野
区

○
７
月
30
日（
水
）

　

十
町
区
（
た
だ
し
、
松
原
田
集

　

落
を
除
く
）

■
ご
み
出
し
時
間　
　

　

７
時
〜
８
時
30
分

※
指
定
時
間
外
に
出
さ
れ
た
ご
み

に
つ
い
て
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

■
粗
大
ご
み
と
は

　

「
特
大
の
指
定
ご
み
袋
」
に
入

　

ら
な
い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。

　

袋
に
入
る
も
の
は
燃
え
る
ご
み
、

　

ま
た
は
燃
え
な
い
ご
み
で
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
家
電
ご
み
、
危
険
ご
み
、

　

処
理
困
難
ご
み
、
事
業
所
ご
み

　

な
ど
は
収
集
所
に
は
出
せ
ま
せ

　

ん
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

開
聞
地
域
の

粗
大
ご
み
収
集

自衛官の募集説明会自衛官の募集説明会

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ

第
30
回
国
民
文
化
祭
・

か
ご
し
ま
２
０
１
５

■推薦対象
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近
々
晴
れ
た
日
に
、
お
弁
当
を
持

っ
て
行
こ
う
か
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

（
30
歳　

さ
ぁ
わ
）

　
　
　

れ
た
日
に
は
、
彩
花
菜
館

　
　
　

の
裏
手
に
あ
る
展
望
台
か

ら
知
林
ヶ
島
や
桜
島
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
、
人
気
の
休
憩
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

川
み
な
と
祭
り
と
い
え
ば
、

　
　
　

昔
、
成
川
浜
か
ら
渡
し
船

に
乗
っ
て
行
き
ま
し
た
。
あ
の
ポ

ン
ポ
ン
船
、
何
年
ご
ろ
ま
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

（
58
歳　

ト
ミ
ー
）

　
　
　

和
初
期
か
ら
、
福
元
〜
成

　
　
　

川
間
、
須
崎
〜
大
渡
間
を

行
き
来
し
て
い
た
ポ
ン
ポ
ン
船
こ

と
機
帆
船
。
昭
和
47
年
ご
ろ
ま
で

運
航
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
住

民
の
足
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
海

　
　
　

め
て
山
川
み
な
と
祭
り
を

　
　
　

見
学
し
ま
し
た
。
小
学
２

年
の
次
男
が
、
魚
の
つ
か
み
取
り

に
参
加
し
た
い
と
言
い
、
朝
６
時

30
分
に
自
宅
を
出
ま
し
た
。
息
子

が
、
カ
ン
パ
チ
１
匹
を
自
力
で
取

れ
て
感
動
で
し
た
。
喜
び
が
大
き

く
、
祖
父
母
に
も
電
話
し
て
刺
身

を
食
べ
に
来
る
よ
う
に
し
つ
こ
く

催
促
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
祖

父
母
も
一
緒
に
、
指
宿
観
光
と
魚

の
つ
か
み
取
り
の
応
援
に
行
き
ま

す
。
良
き
思
い
出
に
感
謝
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
55
歳　

男
性
）

　
　
　

夏
の
陽
気
の
中
、
多
く
の

　
　
　

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
山
川
み

な
と
祭
り
。
活
魚
の
つ
か
み
取
り

で
は
、
生
き
の
い
い
ハ
マ
チ
や
カ

ン
パ
チ
の
動
き
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
魚
を
追
い
掛

け
る
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　

の
間
、
ふ
と
ソ
フ
ト
ク
リ

　
　
　

ー
ム
が
食
べ
た
く
て
、
道

の
駅
い
ぶ
す
き
彩さ

か

な
花
菜
館
へ
。
普

段
な
ら
買
い
物
を
し
て
帰
る
の
で

す
が
、
こ
の
日
は
散
歩
が
て
ら
な

ん
と
な
く
建
物
の
裏
の
方
へ
。
海

岸
に
降
り
ら
れ
る
の
で
す
ね
。
ベ

ン
チ
も
あ
り
、
海
岸
も
あ
り
、
景

色
も
と
て
も
良
く
て
、
私
の
お
気

に
入
り
の
１
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
選

手
た
ち
に
千
羽
鶴
を
用
意
。
合
宿

初
日
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど

も
た
ち
が
選
手
に
手
渡
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

千
羽
鶴
は
、
合
宿
期
間
中
、
テ
ン

ト
に
飾
ら
れ
、
選
手
ら
を
ず
っ
と

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

杯
日
本
代
表
の
指
宿
合
宿

　
　
　

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
行

っ
た
の
に
、
１
人
も
顔
を
見
ら
れ

ず
残
念
。
で
も
ボ
ー
ド
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
入
れ
た
よ
。

　
　
　
　

（
67
歳　

亀
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

宿
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー

　
　
　

日
本
代
表
の
合
宿
で
知
名

度
が
上
が
り
ま
し
た
。
お
も
て
な

し
を
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
参

加
や
問
い
合
わ
せ
が
増
え
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

　
　
　
　

（
44
歳　

ト
ー
マ
ス
）

　
　
　

ッ
カ
ー
日
本
代
表
を
一
目

　
　
　

見
よ
う
と
多
く
の
人
が
選

手
た
ち
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
前
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ

ー
ド
に
は
、
多
く
の
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

上
保
安
署
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

不
審
船
の
追
跡
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　

月
26
日
に
、
大
阪
市
内
で

　
　
　

旧
今
和
泉
中
学
校
昭
和
28

年
卒
業
生
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し

た
。「
元
気
や
っ
た
な
ー
」
と
手
を

取
っ
て
喜
び
合
い
、
話
に
も
花
が

咲
き
ま
し
た
。
翌
日
は
、
京
セ
ラ

ド
ー
ム
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
関

西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
」
に
も

参
加
し
、「
八や

そ

じ
十
路
坂
を
越
え
よ
う
」

を
合
言
葉
に
、
再
会
を
誓
い
別
れ

ま
し
た
。
大
阪
か
ら
故
郷
指
宿
の

発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　

（
76
歳　

迫
田　

繁
盛
）

　
　
　

は
無
き
今
和
泉
中
学
校
。

　
　
　

昭
和
40
年
に
池
田
中
学
校

と
統
合
し
、
現
在
の
西
指
宿
中
学

校
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
同
窓

会
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

Ｗ指

山

初こ

同窓生と記念撮影

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

初

サ

４

晴昭

今

テントに飾られた千羽鶴

憩いの場となっている展望台

日

行　

事　

な　

ど

1
火
市
民
体
育
祭
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
講
習
会

2
水

3
木

4
金

5
土
錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
・
夏
の
部

6
日
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

7
月
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

8
火
砂
む
し
会
館「
砂
楽
」臨
時
休
館

9
水

10
木
自
衛
官
募
集
説
明
会（
開
聞
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
）

心
の
健
康
相
談

移
動
年
金
相
談

11
金
自
衛
官
募
集
説
明
会（
山
川
文
化
ホ
ー
ル
）

指
女
☆
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

12
土
自
衛
官
募
集
説
明
会（
中
央
公
民
館
）

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

シ
ェル
コ
レ
２
０
１
４（
〜
８
／
31
）

13
日
宮
ヶ
浜
探
訪
ウ
オ
ー
ク

14
月

15
火

16
水
網
膜
色
素
変
性
症
患
者
・
家
族
の
交
流
会

指
宿
養
護
学
校
高
等
部
体
験
学
習

17
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

指
女
☆
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

18
金

19
土
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
日

交
通
事
故
無
料
相
談
会

20
日
健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

う
な
っ
・
せ
ご
ど
ん
の
み
っツ
ア
ー

21
月　

海
の
日

22
火
藍
染
体
験

23
水
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

24
木

25
金
粗
大
ご
み
収
集（
仙
田
・
上
野
区
）

26
土
調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

指
女
☆
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

27
日

28
月

29
火
大
山
わ
く
わ
く
体
験
ツ
ア
ー（
〜
31
日
）

30
水
粗
大
ご
み
収
集（
松
原
田
を
除
く
十
町
区
）

31
木

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

直木賞受賞エッセイ集成
文藝春秋（編）
文藝春秋

図書館からのお知らせ
一坪図書館の本が入れ替わりました
　山川図書館では、山川地域６カ所の一坪図書
館へ配本を行っています。一坪図書館は公民館
や一般家庭に文庫を設置し、本の貸し出しをし
ています。
　ぜひ、お近くの一坪図書館を利用してくださ
い。
※詳しくは、山川図書館へ問い合わせてくださ
い。

Happy Anniversary
指宿図書館65歳を祝う会
　指宿図書館が開館してから65周年を迎えまし
た。これからの図書館への夢をお茶を飲みなが
ら共に語りませんか。
　参加は無料で誰でも参加できます。
■日時　８月２日（土）18：00～20：00
　　　　（受付17：30～）
■場所　指宿図書館２階　多目的集会室
■内容
１．対談　大吉通子氏（元指宿市立図書館司書）
　　　　　下吹越かおる氏（指宿図書館館長）
２．指宿市立図書館からの活動報告
３．懇話・ワークショップ
■申込方法　電話か指宿図書館の窓口で申し込
んでください。

今 月 の お す す め

うさぎじまのうさぎちゃん
福田幸広（写真）
ゆうきえつこ（文）
小学館

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

7
月
の
広
報
ご
よ
み

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　直木賞は、平成26年１月の選考で150回を迎えました。
21世紀に誕生した直木賞作家たちの受賞エッセイやロン
グインタビューを収録した１冊です。幼少期の思い出や、
読書体験などさまざまなテーマで書かれています。

【内容】
　うさぎじまの本当の名前は広島県の大久野島。ここ
に行けば約800匹のウサギに会える。動物写真家の福
田さんが何度も何度も通い、大久野島で自然と共に暮
らしているウサギの日常を写真絵本にしました。 

休館日
えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：00～14：40
鹿児島の方言をたのしむ会（指宿図書館）…13：30～15：00
おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：おひさまおはなし会の皆さん

Let's play with An-G（指宿図書館） …13：30～14：00
よるのおはなし会・セミの羽化観察会（指宿図書館）
演じ手：図書館職員 　　　　　　………19：30～21：00
ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

自由研究ミニミニ講座（指宿図書館） …10：30～12：00
講師：岩坪　洸樹　氏

月曜
火曜

12日

20日

15日

26日

25日

20日

27日

７月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

曜

献本 黎明短歌会
次の方から献本がありました。
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広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

笑顔の可愛い女の子に
育ってね♡

紺屋　藍
あい り

里ちゃん
すくすく育ってね♡素直で元気な男の子に

なってね☆

明るく元気に思いやり
のある子に育ってね！

水迫　咲
さ や

陽ちゃん西元  朔
さ く

久ちゃん

鶴窪  唯
ゆ い か

華ちゃん

～子どもはまちの宝です～

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

元気な明るい子に育っ
てね♪

ニコニコ笑顔で大きく
な～れ♪

１日１日を元気に楽し
く過ごしてね

荒田 萌
も も ね

々音ちゃん内田　えまちゃん輿水　珠
すずく

玖ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

　

*s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

【荒田】【鹿児島市】【東京都世田谷区】
ねぇねと仲良くね！元
気で大きくなあれ♡

物袋　蓮
れん ま

麻ちゃん

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　

私
た
ち
の
社
会
は
、
多
種
多
様

な
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
日
常
生
活
の
中
で
意

識
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
利
き
手
と
反
対
の
手
で

　
　
自
分
の
名
前
を

　
　
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　

み
な
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
か
。「
手
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
い
」「
う
ま
く
字
が

書
け
な
い
」
な
ど
多
く
の
人
が
難

し
く
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
利
き
手
と
反
対
の
手
で
字
を

書
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

慣
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
初
め
て
の

こ
と
や
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
を
す

る
周
囲
の
人
に
対
し
て
、
時
に
厳

し
く
、
時
に
自
分
の
「
当
た
り
前
」

の
視
点
で
接
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

自
分
自
身
の
「
当
た
り
前
」
を

振
り
返
る
と
、
他
者
と
の
間
に

あ
る
「
違
い
」
に
気
付
き
ま
す
。

私
た
ち
が
持
つ
価
値
観
や
経
験
、

感
じ
方
な
ど
の
「
違
い
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
「
社
会
の
力
」

で
す
。

み
ん
な
が
持
つ
「
違
い
」
が
生

か
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
ま

ず
は
目
の
前
の
一
人
ひ
と
り
の

存
在
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

「
違
い
」
は
「
社
会
の
力
」

指
宿
地
域

久
保　

心み
れ
い麗　

道
下
上　

隆　

弥

梨　

央

水
迫　

咲さ

や陽
※　

垂　

門　
　

亘　
笑　

美

堂
園　

大た
い
せ
い晴　

二
月
田　

博　

史

　

綾　

小
村　

莉り

こ子　

玉　

利　
　

龍　
美
由
紀

松
窪　

希き
ら
り梨　

田
之
畑　
　

晃　
梨　

紗

川
畑　

倖ゆ
き
と斗　

南
十
町　

竜　

也

梨　

恵

浦
牛
原　

悠ゆ
う　

湯
之
里　
　

健　
佳
奈
子

紺
屋　

藍あ
い
り里

※　

潟　

山　

英　

男

朱　

美

西
元　

朔さ

く久
※　

中
小
路　

一　

孝

瑠　

衣

吉
元　

菜な
つ
み紬　

下　

里　

義　

久

千　

夏

永
山　

希の

あ明　

麓　

下　

格　

一

沙
登
美

山
本　

翔と

あ愛　

堀
切
園　

勇　

輝

か
お
り

山
川
地
域

鶴
窪　

唯ゆ
い
か華

※　

森
松
西　

秀　

作

奈
津
樹

濵
上　

海か
い
と斗　

小
川
東　

豊　

和

あ
す
か

南　
　

優う

た葵　

市
山
上　

明　

宏

寧　

海

開
聞
地
域

鶴
澤　

蒼せ
い
ら星　

谷　

村　
　

廉　
奈
津
希

物
袋　

蓮れ
ん
ま麻

※　

西　

元　

夏　

樹

み
ど
り

市
外

田
中　

健け
ん
と仁　

愛
知
県

名
古
屋
市　

允　

紘

つ
ば
さ

　

間　

遥は
る
き利　

沖
縄
県

国
頭
郡
金
武
町　

尚　

利

麻　

子

浜
田　

帆ほ

の乃　

福
岡
県

福
岡
市　

達　

也

綾　

乃

山
川
地
域

福　

﨑　
　
　

忠　

75　

神
方
上

前　

畠　

ミ
サ
ヱ　

95　

市
山
上

藤　

坂　

ヒ　

サ　

94　
町
4
区
東

南　
　
　

忠　

男　

77　

東　

下

樋　

渡　

良　

一　

70　

永　

田

南　
　
　

澄　

博　

74　

田　

上

中　

村　

キ
ヨ
子　

72　

市
山
上

　
　

窪　

秀　

範　

76　

谷
村
下

西　

元　

義　

治　

84　
東（
岡
児
ヶ
水
）

福　

島　

隆　

章　

88　
町
2
区
西

今　

村　

繁　

生　

58　

永　

田

板　

木　

エ　

チ　

84　

田　

上

宮　

田　

鈴　

代　

61　

徳　

光

東　
　
　

シ
ゲ
子　

89　

徳　

光

永　

山　

サ
ミ
エ　

94　
町
５
区
東

松　

村　

ミ　

ネ　

91　

田　

上

阿　

野　

利　

己　

66　

森
松
西

開
聞
地
域

岩　

下　

ス　

キ　

94　

苙　

口

七　

夕　
　
　

一　

80　

西　

元

上　

原　

冨
士
子　

88　

川
尻
東

濵　

上　

敏　

郎　

84　

蛭　

子

下　

川　

岩　

春　

82　

松　

原

岩　

下　

チ
エ
子　

81　

苙　

口

赤　

崎　

安　

満　

82　

荒　

田

下　

川　

初　

江　

95　

谷　

村

中　

拂　

フ
ミ
子　

83　

荒　

田

松　

原　

輝　

明　

49　

上
野
中

市
外
地
域

餅　

原　

ア　

イ　

85　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

山
川
福
祉
交
流
会

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

５
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

指
宿
地
域

馬　

場　

福　

雄　

86　

大　

迫

石　

嶺　

ノ
ブ
子　

75　

石　

嶺

髙　

田　

み　

ほ　

91　

湊　

上

原　

田　

幸　

子　

79　

丈　

六

有　

留　

ク
ニ
子　

93　

下
吹
越

福　

永　

シ　

ナ　

100　

高
野
原

前　

迫　

キ
ミ
ヱ　

82　

仮　

屋

林　
　
　

マ
ツ
子　

75　
摺
ヶ
浜
北

迫　

田　

一　

男　

83　

新
永
吉

原　

田　

逸　

塩　

80　

中
小
路

原　

口　

ト
ヨ
子　

93　

南
十
町

田　

淵　

勝　

巳　

86　

柳　

田

東
中
川　

數　

江　

88　

中　

川

濵　

﨑　

秀　

子　

81　

迫　

南

東
中
川　

満　

志　

75　

外
城
市

八　

木　

ヨ
ミ
子　

75　
五
郎
ヶ
岡

圖　

師　

辰　

男　

98　
大
牟
礼
東

三
反
園　

一　

雄　

90　

潟　

山

大　

山　

久　

子　

85　
大
牟
礼
東

寺　

師　

ネ　

イ　

92　

大　

迫

吉　

永　

ミ　

エ　

89　

高
野
原

小　

園　

正　

雄　

94　

道　

上

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

やって
　 みよう
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会　矢崎　雄一郎

Doctor

腰部脊柱管狭
きょ う さ く

窄症

変
形
す
る
と
脊
柱
管
も
で
こ
ぼ
こ
し

て
き
ま
す
。

　

説
明
が
少
し
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

加
齢
と
と
も
に
腰
椎
が
変
形
す
る
と

脊
柱
管
が
狭
く
な
り
神
経
が
圧
迫
さ

れ
る
こ
と
を
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
と

い
い
ま
す
。
多
く
の
高
齢
者
の
坐
骨

神
経
痛
や
足
の
痛
み
、
し
び
れ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
痛
み
、
し
び
れ
は

圧
迫
を
受
け
て
い
る
脊
柱
管
の
場
所

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
悪
化
す
る

と
足
に
力
が
入
ら
な
く
な
り
、
歩
け

な
く
な
っ
た
り
、
お
し
っ
こ
が
も
れ

た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
立
っ

て
歩
く
と
症
状
が
出
て
悪
化
し
、
座

っ
た
り
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
す
る
と
症

状
が
軽
く
な
る
こ
と
で
す
。
人
に
よ

っ
て
は
腰
を
反
る
と
症
状
が
悪
化
す

る
の
で
前
屈か

が

み
で
歩
こ
う
と
し
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
病
気
は
ど
の
よ
う
に

治
療
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
鎮
痛
剤
や
ビ
タ
ミ
ン
剤

の
ほ
か
、
血
管
を
広
げ
る
薬
な
ど
が

使
わ
れ
ま
す
。
最
近
新
し
い
薬
も
い

く
つ
か
出
て
き
て
い
ま
す
。
併
せ
て

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
装
具
や
リ
ハ
ビ

リ
、
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
な
ど
を
行
う
と

効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
よ
う
な
治
療
を
行
っ
て
も
痛
み
が

良
く
な
ら
な
か
っ
た
り
し
び
れ
が
進

　

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
と
い
う
病
気

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
坐

骨
神
経
痛
の
原
因
と
な
り
腰
痛
や
お

尻
、
太
も
も
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、
足
の

裏
に
痛
み
や
し
び
れ
を
起
こ
し
ま
す
。

最
近
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
見
掛
け
る「
神

経
障
害
性
疼と
う

痛
」
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
腰
部
脊
柱
管
狭

窄
症
に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
脊
柱
管
と
は
何
で
し

ょ
う
。
背
骨
の
こ
と
を
脊
椎
と
い
い

ま
す
が
、
場
所
に
よ
っ
て
頸け

い
つ
い椎
、
胸

椎
、
腰
椎
、
仙
椎
と
名
称
が
変
わ
り

ま
す
。
脳
か
ら
出
た
神
経
（
脊
髄
）

は
硬
膜
と
い
う
筒
状
の
膜
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
脊
柱
管
と
は
そ
の
脊

椎
の
神
経
の
管
が
通
る
ト
ン
ネ
ル
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
脊
椎
は
も
と
も

と
大
事
な
神
経
を
守
る
た
め
に
あ
り

ま
す
が
、
年
齢
と
と
も
に
そ
の
骨
が

行
し
た
り
す
る
と
き
は
、
手
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
手
術
で
は
変
形
し

て
狭
く
な
っ
た
脊
柱
管
を
広
げ
て
圧

迫
さ
れ
て
い
る
神
経
を
楽
に
す
る
除

圧
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
症
状
に
よ
っ

て
は
腰
の
骨
を
固
定
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
内
視
鏡
を
使
っ

た
手
術
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

足
腰
の
痛
み
や
し
び
れ
で
歩
く
の

が
つ
ら
い
人
は
結
構
多
い
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た

こ
と
が
な
く
自
己
流
で
治
療
さ
れ
て

い
る
人
は
、
一
度
確
か
な
診
断
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
神
経
内
科
や
整
形

外
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

︷
じ
ん
た
い
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